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申し込み受付中!

 「ウイスキーが
  お好きでしょ?」

byサントリー山崎蒸溜所
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御
社
の
お
宝
、

見
せ
て
く
だ
さ
い！

中
之
島
の「
宝
」と
は
、企
業
の
歴
史
を
伝
え
る
産
業
遺
産
で
あ
り
、

中
之
島
で
生
活
す
る
我
々
に
と
っ
て
の
誇
り
で
も
あ
る
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
そ
う
そ
う
た
る
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
、

多
く
の
会
社
が
集
ま
る
こ
の
街
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
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二
つ
の
「
国
の
宝
」
が
中
之
島
に
あ
る
。

一
つ
は
茶
碗
（
右
）。
南
宋
時
代
（
１２
～
１３

世
紀
）
に
作
ら
れ
、
油

の
滴
の
よ
う
に
、
光
に

よ
っ
て
輝
き
が
変
化
す

る
文
様
が
表
面
を
覆
う
。

聚
楽
第
で
豊
臣
秀
次
が

使
い
、
西
本
願
寺
、
京

都
三
井
家
、
若
狭
酒
井

家
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
逸
品
。
一
つ
と
し
て

同
じ
も
の
は
な
い
斑
文
、
そ
れ
ら
の
配
置

は
偶
然
な
の
か
意
図
し
た
も
の
な
の
か
…

美
の
解
釈
は
時
代
を
超
え
て
尽
き
な
い
。

　

も
う
一
つ
は
花
生
、
茶
席
な
ど
で
花
を

生
け
る
瓶
と
し
て
使
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

元
時
代
（
１３
～
１４
世
紀
）
の
作
品
で
、
日

本
に
渡
り
鴻
池
家
に
伝
来
し
た
お
宝
だ
。

黄
み
を
帯
び
た
青せ

い
じ
ゆ
う

磁
釉
の
表
面
に
、
空
に

浮
か
ぶ
雲
を
思
わ
せ
る
鉄て

っ
ぱ
ん斑

が
飛
び
交
う
。

注
目
す
べ
き
は
そ
の
均
整
美
。「
ど
れ
だ
け

言
葉
を
重
ね
る
よ
り
も
、
実
物
を
見
れ
ば

一
目
で
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
は
ず
」
と

主
任
学
芸
員
の
野
村
恵
子
さ
ん
に
言
わ
し

め
る
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
必
見
だ
。

　

い
ず
れ
も
か
つ
て
今
橋
に
あ
っ
た
商

社
・
安
宅
産
業
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
経

営
破
綻
に
よ
り
大
阪
市
へ
と
寄
贈
さ
れ
た
。

花
生
も
も
と
は
鴻
池
家
に
あ
っ
た
と
な
る

と
、
ま
さ
に
“
社
の
お
宝
”
が
“
シ
マ
の

お
宝
”
と
し
て
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

「
わ
が
社
の
お
宝
」か
ら

中
之
島
が
誇
る
国
宝
へ
。

大阪市立東洋陶磁美術館
中国・韓国陶磁を中心に約4,000点
の収蔵品を誇る。ゆっくり巡れば陶磁
史の流れが自然と分かる。11月７日

（日）までは国宝２点が同時展示。評
価額は２点でアニキ金本の年棒以
上！　入館料500円。☎06-6223-
0055　9:30AM～5:00PM（入館は30
分前まで）　月曜休（祝日の場合開館）

地震や火災で損失し
ないよう国宝や重要
文化財に指定された
半数ずつを交互に公
開、展示には免震台
を使うなど細心の注
意が払われている。

誌
上
公
開

東洋陶磁美術館

「飛
と び せ い じ は な い け

青磁花生」
「油

ゆ て き て ん も く ち ゃ わ ん

滴天目茶碗」
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堂
島
浜
の
島
民
企
業
サ
ン
ト
リ
ー
が
こ

の
秋
、
本
社
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
試

飲
も
で
き
る
ウ
イ
ス
キ
ー
シ
ョ
ッ
プ

［
Ｗ
．］。
１
０
０
銘
柄
を
超
す
ボ
ト
ル
が
居

並
ぶ
棚
で
ひ
と
き
わ
威
厳
と
品
格
漂
う
の

が
「
ザ
・
マ
ッ
カ
ラ
ン
５５
年
」
だ
。「
シ
ン

グ
ル
モ
ル
ト
の
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
」
と
称

さ
れ
る
ス
コ
ッ
チ
の
名
門
マ
ッ
カ
ラ
ン
が
、

日
本
限
定
で
１
０
０
本
だ
け
つ
く
っ
た
入

魂
の
品
は
１
本
１
０
５
万
円

（
税
別
）
也
。
う
や
う
や
し

く
木
箱
に
収
め
ら
れ
た
ク
リ

ス
タ
ル
ボ
ト
ル
の
中
身
は
、

シ
ョ
ッ
プ
を
預
か
る
店
長
も

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
も
、「
と
て

も
じ
ゃ
な
い
け
ど
飲
め
ま
せ

ん
。
で
も
…
」
と
、
思
わ
ず

横
目
で
秋
波
を
送
る
憧
れ
の
的
。
こ
れ
だ

け
は
「
試
飲
不
可
」
だ
か
ら
、
超
オ
ー
ル

ド
モ
ル
ト
の
熟
成
感
と
深
い
味
わ
い
は
想

像
す
る
し
か
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
試
飲
で
き
る
中
で
最
高
級

品
の
一
つ
は
「
響
３０
年
」。
海
外
の
ブ
レ
ン

ダ
ー
も
絶
賛
す
る
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ブ
レ
ン

デ
ッ
ド
の
至
宝
。
１
本
１０
万
円
で
、
試
飲

は
１５
㎖
で
２
５
０
０
円
。「
旨
い
酒
を
飲
む

と
自
然
と
涙
が
出
る
」
と
い
う
『
Ｂ
Ａ
Ｒ

レ
モ
ン
ハ
ー
ト
』（
酒
ウ
ン
チ
ク
漫
画
）
の

マ
ス
タ
ー
な
ら
、
感
涙
に
む
せ
ぶ
で
あ
ろ
う
。

酒
の
プ
ロ
た
ち
も
夢
見
る

究
極
の
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
。

　

小
磯
良
平
、
藤
田
嗣
治
、
平
山
郁
夫
ら
、

名
だ
た
る
巨
匠
の
絵
画
を
所
有
す
る
こ
と

で
知
ら
れ
る
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の

館
内
で
は
、
ま
る
で
美
術
館
で
過
ご
す
よ

う
に
壁
に
掛
け
ら
れ
た
絵
画
を
楽
し
む
人

の
姿
を
よ
く
見
か
け
る
。

　

タ
ワ
ー
ウ
イ
ン
グ
３
階
の
宴
会
ロ
ビ
ー

に
あ
る
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
は
、
前
身
で
あ
る

新
大
阪
ホ
テ
ル
の
開
業
に
合
わ
せ
、
京
都

の
老
舗
織
物
メ
ー
カ
ー
・
川
島
織
物
に
特

注
し
た
も
の
。「
ホ
テ
ル
の
大
き
な
壁
面
に

何
を
飾
る
の
が
一
番
良
い
か
を
考
え
、
絵

海
を
渡
る
船
に
、

大
阪
発
展
の
夢
を
の
せ
て
。

ウイスキーショップ［W.］
サントリーが扱う国産・輸入ウイスキー
の豊富なラインアップをゆっくり吟味
できるようカウンターを設け、指南役
のバーテンダーが常駐。試飲は200円
～。山崎、白州の両蒸溜所のシングル
カスク（樽）は、ここでしか飲めないお
宝（試飲400円）。☎06-6341-3123
11:00AM～7:00PM　土・日・祝休

12月のナカノシマ大学はサ
ントリー山崎蒸溜所による、
ウイスキーの歴史と味わい
方講座。詳しくはＰ10へ！

リーガロイヤルホテル
メインバー［リーチバー］には河井寛
次郎作の「大皿」が飾られるなど、美
術的な観点からも楽しめる要素に溢
れている。「南蛮船」は宴会場を利用
する際にご覧いただきたい。１階には
入場無料のリーガロイヤルギャラリー
もある。☎06-6448-1121（代表）

画
よ
り
迫
力
の
あ
る
織
り
も
の
が
選
ば
れ

た
の
で
は
」
と
、
同
社
の
織
物
文
化
館
の

森
克
巳
館
長
は
推
測
す
る
。
１
年
か
け
て

製
作
さ
れ
た
縦

２.５
ｍ
、
横
２
ｍ
を
超
え
る

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

江
戸
時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
貿
易
の
た
め

に
や
っ
て
き
た
「
南
蛮
船
」（
写
真
）
と
徳

川
幕
府
の
朱
印
状
を
持
っ
て
渡
航
し
た

「
末
吉
船
」。
海
を
超
え
て
行
き
来
す
る
船

を
題
材
に
採
っ
た
の
は
「
国
際
都
市
大
阪

の
発
展
を
願
う
た
め
」
と
説
明
書
き
に
あ

る
。
大
大
阪
時
代
、
大
阪
の
街
や
人
の
期

待
を
背
負
っ
て
誕
生
し
た
歴
史
も
一
緒
に

織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
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サントリー

ザ・マッカラン
55年



4

　

全
国
屈
指
の
性
能
を
誇
る
市
立
科
学
館

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
だ
が
、
先
代
の
存
在

感
は
さ
ら
に
す
ご
か
っ
た
。
四
ツ
橋
に
あ

っ
た
前
身
の「
電
気
科
学
館
」が
１
９
３
７

年
（
昭
和
１２
）に
導
入
し
た
「
カ
ー
ル
・
ツ

ァ
イ
ス
Ⅱ
型
２５
号
機
」
は
、
何
し
ろ
ア
ジ

ア
初
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。
光
学
式
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
発
明
し
た
ツ
ァ
イ
ス
社
が

技
術
の
粋
を
集
め
た
名
機
で
、
そ
の
名
の

通
り
世
界
で
２５
番
目
に
作
ら
れ
た
。
大
阪

　

今
年
開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
京
阪

電
車
の
歴
史
の
中
で
、
１
９
６
３
年
（
昭

和
３８
）
の
淀
屋
橋
延
伸
が
い
か
に
画
期
的

な
大
事
業
で
あ
っ
た
か
は
、
本
誌
２６
号
で

コ
ッ
テ
リ
紹
介
し
た
。
創
業
以
来
の
悲
願

達
成
に
、
社
を
挙
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

事
業
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
一
つ
が
、
い

ま
も
淀
屋
橋
の
地
下
通
路
に
ひ
っ
そ
り
と

置
か
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。

　

京
都
市
立
美
術
大
学
（
現
・
京
都
市
立

芸
術
大
学
）
の
教
授
だ
っ
た
国
際
的
な
彫

刻
家
・
辻
晋
堂
氏
の
作
品
で
、
題
名
は
寒

山
の
詩
よ
り
『
来ら

い
き
ょ
さ
い
と
う
に

去
任
西

東ま
か
す

』。
西
へ
東
へ
自
由
に
社

業
を
進
展
さ
せ
よ
う
と
願
い

を
込
め
た
重
厚
な
ブ
ロ
ン
ズ

彫
刻
は
、
中
央
の

車
輪
を
大
勢
で
押

し
進
め
る
姿
を
模

し
た
抽
象
作
品
。

「
全
員
一
丸
で
」

「
西
へ
東
へ
」
と

い
う
当
時
の
京
阪

の
勢
い
を
伝
え
る

語
り
部
だ
。
中
之

島
か
ら
大
阪
市
内

を
貫
き
、
京
都
へ

滋
賀
へ
。
鉄
路
の
次
の
１
０
０
年
を
見
守

る
、「
ト
レ
イ
ン
・
キ
ー
プ
ス
・
ロ
ー
リ
ン
」

な
精
神
を
体
現
し
た
お
宝
な
の
で
あ
る
。

で
も
北
極
で
も
赤
道
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
地

点
・
季
節
の
星
空
を
投
影
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
画
期
的
な
機
械
は
人
々
に
天
文
の

世
界
を
開
き
、
平
成
元
年
に
引
退
す
る
ま

で
の
５２
年
間
に
延
べ
２
０
０
０
万
人
が
訪

れ
た
。「
現
在
、
全
国
最
古
の
機
械
で
も
50

年
。
こ
れ
ほ
ど
長
く
使
わ
れ
た
物
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
同
館
の
学
芸
員
。
引
退
後
は

ド
ー
ム
入
口
で
来
館
者
を
迎
え
て
い
る
が
、

「
性
能
的
に
は
い
ま
で
も
十
分
通
用
す
る
」

の
だ
そ
う
。
働
き
ア
リ
の
よ
う
な
そ
の
姿

が
、
星
空
に
未
練
を
残
す
よ
う
に
見
え
る

の
は
、
そ
の
せ
い
か
。

星
を
映
し
て
半
世
紀
、

こ
れ
ぞ
名
機
の
存
在
感
。

「
西
へ
東
へ
延
伸
を
」の

熱
気
伝
え
る
語
り
部
。

大阪市立科学館プラネタリウム
全天周ドームでは星空投影のほか、学習映画やアニメの上
映も。現在は惑星探査機「はやぶさ」人気に沸く。プラネタ
リウムは大人600円。展示されている初代機は、中之島で
唯一の市指定文化財。☎06-6444-5656　9:30AM～
5:00PM（入館は30分前まで）　月曜休（祝日の場合開館）

京阪電車
１９１０年（明治43）４月、天満橋～
五条間で開通。創業53年を経て、念
願の大阪市中心部への乗り入れであ
る淀屋橋への延伸を実現。このほか、
当時の社長が筆を執った御影石の扁
額「先覚志茲成」（せんかくのこころ
ざしここになる）は天満橋駅４番ホー
ムに掲示されている。
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大阪市立科学館
カールツァイス
Ⅱ型25号機

京阪電車
延伸記念
モニュメント
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今
年
開
業
１
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を
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え
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京
阪

電
車
の
歴
史
の
中
で
、
１
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６
３
年
（
昭

和
３８
）
の
淀
屋
橋
延
伸
が
い
か
に
画
期
的

な
大
事
業
で
あ
っ
た
か
は
、
本
誌
２６
号
で

コ
ッ
テ
リ
紹
介
し
た
。
創
業
以
来
の
悲
願

達
成
に
、
社
を
挙
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

事
業
が
行
わ
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た
が
、
そ
の
一
つ
が
、
い

ま
も
淀
屋
橋
の
地
下
通
路
に
ひ
っ
そ
り
と

置
か
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。

　

京
都
市
立
美
術
大
学
（
現
・
京
都
市
立

芸
術
大
学
）
の
教
授
だ
っ
た
国
際
的
な
彫

刻
家
・
辻
晋
堂
氏
の
作
品
で
、
題
名
は
寒

山
の
詩
よ
り
『
来ら

い
き
ょ
さ
い
と
う
に

去
任
西

東ま
か
す
』。
西
へ
東
へ
自
由
に
社

業
を
進
展
さ
せ
よ
う
と
願
い

を
込
め
た
重
厚
な
ブ
ロ
ン
ズ

彫
刻
は
、
中
央
の

車
輪
を
大
勢
で
押

し
進
め
る
姿
を
模

し
た
抽
象
作
品
。

「
全
員
一
丸
で
」

「
西
へ
東
へ
」
と

い
う
当
時
の
京
阪

の
勢
い
を
伝
え
る

語
り
部
だ
。
中
之

島
か
ら
大
阪
市
内

を
貫
き
、
京
都
へ

滋
賀
へ
。
鉄
路
の
次
の
１
０
０
年
を
見
守

る
、「
ト
レ
イ
ン
・
キ
ー
プ
ス
・
ロ
ー
リ
ン
」

な
精
神
を
体
現
し
た
お
宝
な
の
で
あ
る
。

　

関
西
電
力
本
店
ビ
ル
の
３
階
。
あ
ま
り

人
の
通
ら
な
い
廊
下
に
巨
大
な
立
体
壁
画

が
現
れ
る
。
キ
ャ
タ
ピ
ラ
や
大
型
ダ
ン
プ

の
轍わ

だ
ち

、
安
全
靴
の
足
跡
、
ボ
ル
ト
や
チ
ェ

ー
ン
の
型
…
。
工
事
現
場
の
熱
気
と
喧
騒

を
封
じ
込
め
た
レ
リ
ー
フ
は
、
黒
部
ダ
ム

と
黒
部
川
第
四
発
電
所
、通
称「
く
ろ
よ
ん
」

の
建
設
時
に
採
取
さ
れ
た
地
面
の
跡
。
北

ア
ル
プ
ス
の
秘
境
に
延
べ
１
千
万
人
を
投

入
、
７
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
巨
大
ダ
ム

は
、
２０
世
紀
の
土
木
建
設
史
に
刻
ま
れ
る

伝
説
の
難
工
事
。
殉
職
者
も
１
７
１
人
に

上
っ
た
。
そ
の
偉
業
を
語
り
継
ぐ
べ
く
、

１
９
６
１
年
（
昭
和
３６
）、
旧
関
電
ビ
ル
前

に
設
置
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
記
念
碑
（
左

が
当
時
の
写
真
）。
幅
６
ｍ
×
高
さ
２
ｍ
、

重
量
９
ｔ
に
も
及
ぶ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

本
物
は
５
年
前
に
現
地
へ
里
帰
り
し
、
現

ビ
ル
に
は
レ
プ
リ
カ
が
残
さ
れ
た
。「
全
社

一
丸
で
成
し
遂
げ
た
大
事
業
」
の
証
人
は
、

中
之
島
の
ビ
ル
街
に
男
た
ち
の
汗
と
土
ぼ

こ
り
の
匂
い
を
運
ん
で
く
る
よ
う
だ
。

　

年
季
の
入
っ
た
印
刷
機
が
朝
日
新
聞
大

阪
本
社
１
階
「
ア
サ
コ
ム
ホ
ー
ル
」
に
飾

ら
れ
、
社
内
見
学
に
訪
れ
る
人
々
に
新
聞

社
の
ル
ー
ツ
を
伝
え
て
い
る
。
１
８
７
９

年
（
明
治
１２
）
に
創
刊
号
を
刷
っ
た
こ
の

初
号
機
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
R
・
ホ
ー

社
製
の
舶
来
物
。
そ
の
独
特
の
形
か
ら「
お

多
福
」
や
「
だ
る
ま
」
と
い
う
愛
称
で
親

し
ま
れ
、
創
業
の
地
・
江
戸
堀
の
６
畳
２

間
の
屋
敷
で
１０
人
ほ
ど
の
印
刷
課
員
と
と

も
に
働
い
た
。
１
時
間
に
３
０
０
枚
の
速

度
で
手
刷
り
さ
れ
、
当
時
稼
働
し
て
い
た

の
は
こ
の
機
械
を
合
わ
せ
て
２
台
く
ら
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

朝
日
新
聞
は
そ
の
後
、
発
行
部
数
を
伸

ば
し
１
８
８
３
年
（
明
治
１６
）
に
は
全
国

第
１
位
の
発
行
部
数
に
。
２
年
後
に
は
、

旧
宇
和
島
藩
の
蔵
屋
敷
を
買
収
し
、
現
在

の
中
之
島
３
丁
目
に
本
社
を
構
え
た
。
部

数
拡
大
に
あ
わ
せ
て
印
刷
機
は
次
々
と
更

新
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
「
お
多
福
」
だ

け
は
６
畳
２
間
の
思
い
出
と
と
も
に
保
存

さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

世
紀
の
大
工
事
現
場
へ

い
ざ
な
う
巨
大
壁
画
。

日
本
の
印
刷
文
化
史
を

伝
え
る
伝
説
の
名
機
。

くろよん
日本一の高さ186ｍを誇るダムと、最
大出力33万5000kwの水力発電所の
通称。難工事に挑んだ男たちのドラマ
は、石原裕次郎主演の映画『黒部の
太陽』やＮＨＫ『プロジェクトＸ』など、
多くの作品になった。現在も関電本
店ビルで紹介ビデオが常時上映され
るほど、同社にとって象徴的な事業。

アサコムホール
大阪本社の見学は平日12:00PM～と
1:30PM～の２回（※２人以上で２日
前までに要予約）。ギャラリーや過去
６年分の朝日新聞（大阪市内版）閲
覧コーナー、印刷機「お多福」は自由
に見学可能。☎06-6201-8033　
10:00AM～6:00PM　土・日・祝休 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

関西電力
くろよん
記念碑

朝日新聞社
R・ホー社製
手刷り機
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当時使用されていた吸物膳と
お椀。普段は大切にしまって
あるそう。客の一人であった
阪急創業者・小林一三氏にも
出されたかもしれないという。

◆宝
島
民
の

蔵
出
し

他
の
人
に
と
っ
て
は
、宝
と
は
呼
べ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

け
れ
ど
、自
分
に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
も
の
。

そ
ん
な
も
の
は
誰
し
も
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

街
の
話
が
た
っ
ぷ
り
と
詰
ま
っ
た
、

「
島
民
ぬ
宝
」を
蔵
出
し
し
て
も
ら
っ
た
。

取
材・文
／
金 

哲
志　

服
部
和
香　

松
本 
創　

若
狭
健
作

　店主・山西さんの高祖父・曽祖父は、
明治44年ごろまで北浜で料理旅館を営
んでいた。当時、土佐堀川沿いには料
亭や料理旅館が軒を連ね、客は小舟に
乗ってきて川側から入店したという。
そんな風情ある時代の名残を残す漆器
が、現在も店に残っている。桐共箱で
丁重に保管された計20客の吸物膳は、
すべて絵柄が違う。約25cm四方の漆黒
のお膳に、花鳥風月を見事にあらわし
た豪華絢爛な蒔絵は見るもまばゆく光
る。京都の漆器専門店で見てもらうと

「今同じものを作ることができる職人は
いない」そうだ。工芸品としても貴重
だが、店に川床を設置している山西さ
んにとっては「明治時代の北浜文化の
吐息を継いでいかなければ」という使
命感をもたらしてくれた、リレーのバ
トンでもある。

 ［そば切り てる坊］の
先祖由来の漆器

そば切り てる坊
ビル名「忠治郎」は、高祖父の名にちなむ。店
主は北浜水辺協議会の理事長でもある。☎06-
6231-8885　11:15AM ～ 2:00PM　6:00PM ～
9:00PM（水・土曜の夜は予約のみ）　日・祝休

　店の道具棚の上に並ぶ本の間に、無
雑作に置かれた分厚い書類用のファイ
ルがある。その中には金吾さんの父で
ある先代が、引退前の思い出にと、六
代目尾上菊五郎や十三代目片岡仁左衛
門（右の写真）らと撮影した写真が収
められている。「生前の父に撮ってくれ
と言われたものです。人間国宝だから
というわけではないようで、それ以外
のお客さんとも撮りましたよ。父なり
の基準で、思い出に残っていた人たち
と写りたかったんでしょうね」と金吾
さん。他にも旅行に出かけた時の切符、
他の店が配っていたチラシなど、昔を
思い起こさせるものも多い。かつての
街の様子を知ることができる、私たち
にとっても貴重な「アルバム」である。

 ［吉田理容所］の
人間国宝の写真

吉田理容所
1930年（昭和５）創業。歌舞伎、文楽をはじめ
各界の著名人も信頼を置く老舗理容店。店に入る
と真っ先に目に飛び込んでくる「毎日が開業日」
の書に、仕事への情熱が感じられる。☎06‐
6231‐2544　8:30AM ～ 6:00PM　日・祝休

山西輝和さん

吉田金吾さん

器の一部は、
今も使っています

記録ではなく、
記念のため
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◆宝
　交流や商談でたびたびインドを訪れ
る、紅茶専門店オーナーの堀江さん。
1993年、帰国途中の飛行機で後席にな
んとマザー・テレサが座っていた。思
い切って声をかけ、もらったサインは
貴重な思い出になった。しかし、ご縁
はさらに続く。帰国後、あらためて本
を読み感銘を受け、翌年にはカルカッ
タの活動拠点「マザーハウス」を訪問
した。飛行機で出会ったことを覚えて
いた彼女に、自ら製作に携わったＣＤ

『ロ短調ミサ』を手渡した。「お返しに」

 ［ティーハウス ムジカ］の
マザー・テレサにもらったメダイ

ティーハウス ムジカ
1952年音楽喫茶として創業し、その後、紅茶専
門店として再出発。２代目となる堀江敏樹さんは
日本に紅茶文化を普及させ、愛好家たちをうなら
せてきたスペシャリスト。本誌連載でもおなじみ、
久坂部羊さんの思い出の店でもある。　☎06-
6345-5414　11:00AM ～10:00PM　日・祝休

　見慣れない道具の正体は、銅で作ら
れた印刷用の原板。元治元年創業当時
の店の外観写真がエッチングされてい
るのだが、古い機械でなければ印刷で
きないため、使い道のないまま代々保
管されてきた。それに興味を持ったの
が、現店主の長男であり彫刻家でもあ
る後藤英之さん。「どんな風に描かれて
いるんだろう」。方々を探し回った末に、
京都で見つけた会社の機械で印刷する
ことに成功。印刷された写真を見て、
芸術家ならではのこだわりがくすぐら
れた。寸法や色まで割り出し、創業時
のたたずまいを再現した。「初代の趣に
ふさわしい伝統の味をよみがえらせた
い」と英之さん。温故知新の思いを心
に灯す宝ものとなった。

 ［丸
まるまん

萬本家］の
創業時を伝える
印刷用原板

丸萬本家
魚すきの老舗。ミナミの戎橋近くで創業し、鰻谷
に店を移した後、昔の大阪の趣を求めて、瓦町へ。
魚すき3,150円～、お昼にいただける魚めしは750
円。 ☎06-6201-4950　11:30AM ～ 2:00PM　
5:30PM ～ 9:00PM　日・祝休

　♪大きなのっぽの古時計…は100年
動いた時計の歌だが、淀屋橋南詰の［石
原時計店］にある英国製柱時計は、そ
れを軽く超える。現在５代目の石原実
社長によると、「南久宝寺町に店があっ
た２代目の時に買ったもの。ちょうど
太陽暦が採用された頃でしょうな」と
いうから、1872年（明治５）以来138年、
４代にわたって受け継がれてきた家宝
だ。背の高さ２ｍ。動力は、巻き上げ
た分銅が落ちる重力で、振り子は水銀
製。時・分・秒の針は別々に回っている。

「いちばん時間が狂いにくい構造なんで
すわ。時報なんかない当時、うちの店
の時計は全部これで合わせてたからね」。
一時は倉庫で眠っていたが、今はピカ
ピカに磨き上げられ、82歳の社長とと
もに現役である。

 ［石原時計店］の
英国製柱時計

石原時計店
創業は1846年（弘化３）。移転と戦時の休業を
挟み、1963年から現在地で営業している。かつ
て店に出していたお宝の柱時計は、現在は社長
室に掛かっているため、残念ながら見学は不可。
☎06-6231-1726　11:00AM ～ 8:00PM　日曜休

と受け取ったこの「メダイ」（カトリッ
クの信仰を表すメダル）は、ムジカの
店内に大切に飾られている。「うち店の
お宝？　それはもちろんお客さん。で
もこのメダイにはずいぶん勇気をいた
だいていますよ」。

堀江敏樹さん

後藤英之さん

石原 実さん

この時計はうちの
店の「顔」です

いつもパワーを
いただいてるよ

創業当時の趣に
見合う味を
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今
回
調
べ
て
み
て
分
か
っ
た
の
だ
が
、
中

之
島
に
は
、
国
や
府
・
市
の
お
墨
付
き
の
お

宝
（
国
宝
や
重
要
文
化
財
）
は
、
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、「
中
之
島
＝

宝
島
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
本
は
数
多

い
。
江
戸
時
代
に
蔵
屋
敷
が
建
ち
並
ぶ
流
通

の
拠
点
と
な
り
、
近
代
以
降
は
大
阪
を
代
表

す
る
企
業
が
集
ま
っ
た
「
富
と
文
化
と
旦
那

イ
ズ
ム
の
シ
マ
」
と
い
う
土
地
の
歴
史
を
映

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
松
本
清
張
『
空く

う

の
城
』。
か

つ
て
今
橋
に
本
社
を
置
い
た
安
宅
産
業
を

モ
デ
ル
に
、
大
商
社
破
綻
の
内
情
を
描
い
た

経
済
小
説
の
傑
作
だ
。
石
油
事
業
進
出
の
失

敗
が
直
接
の
原
因
だ
が
、
背
景
に
は
美
術
品

蒐
集
に
精
出
す
会
長
の
芸
術
家
肌
と
公
私

混
同
が
あ
っ
た
、
と
い
う
。
そ
う
、
東
洋
陶

磁
美
術
館
が
所
蔵
す
る
安
宅
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
（
Ｐ
２
）
の
主
の
話
で
あ
る
。

　

以
前
に
も
本
誌
で
紹
介
し
た
髙
村
薫
の

デ
ビ
ュ
ー
作
『
黄
金
を
抱
い
て
翔
べ
』
は
、

土
佐
堀
川
に
面
し
た
大
銀
行
（
モ
デ
ル
は
三

井
住
友
銀
行
）
の
地
下
金
庫
か
ら
６
ト
ン
の

金
塊
を
奪
お
う
と
画
策
す
る
、
い
わ
ば
現
代

の
怪
盗
も
の
。
福
田
紀
一
『
霧
に
沈
む
戦
艦

未
来
の
城
』
は
、
中
之
島
が
戦
艦
と
な
っ
て

東
京
へ
向
か
う
と
い
う
脱
力
ユ
ー
モ
ア
系

Ｓ
Ｆ
だ
が
、
出
撃
前
に
、
法
隆
寺
の
国
宝
か

ら
太
陽
の
塔
ま
で
関
西
の
あ
ら
ゆ
る
文
化

遺
産
が
中
之
島
に
積
み
込
ま
れ
る
。

　

直
接
中
之
島
は
出
て
こ
な
い
が
、
手
塚
治

虫
『
新
宝
島
』
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

１
９
４
７
年
（
昭
和
２２
）、
中
之
島
に
あ
っ

た
大
阪
大
学
医
学
専
門
部
の
学
生
だ
っ
た

手
塚
の
名
を
一
躍
全
国
に
知
ら
し
め
た
作

品
。
少
年
が
孤
島
に
漂
着
し
、
海
賊
と
戦
い

な
が
ら
宝
探
し
を
す
る
冒
険
譚
だ
。
藤
子
不

二
雄
か
ら
浦
沢
直
樹
ま
で
、
こ
の
作
品
に
衝

撃
を
受
け
た
マ
ン
ガ
家
は
数
多
く
、
戦
後
ス

ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
昨
年
に
完
全
復
刻
版
が
出
版

さ
れ
、
内
田
樹
氏
の
近
著
『
街
場
の
マ
ン
ガ

論
』
で
は
表
紙
に
使
わ
れ
て
い
る
。
宝
の
島

で
学
ん
だ
日
本
マ
ン
ガ
界
の
至
宝
が
、
次
世

代
の
宝
た
ち
を
育
ん
だ
重
要
作
で
あ
る
。

『
空
の
城
』
松
本
清
張
（
文
春
文
庫
）

『
黄
金
を
抱
い
て
翔
べ
』
髙
村
薫
（
新
潮
文
庫
）

『
霧
に
沈
む
戦
艦
未
来
の
城
』
福
田
紀
一
（
河
出
書
房

新
社
、
絶
版
）

『
完
全
復
刻
版　

新
宝
島
』
作
画
・
手
塚
治
虫
、
原
作
・

構
成
・
酒
井
七
馬
（
小
学
館
）

 「
中
之
島
は
宝
島
」を

証
明
す
る
? 

本
の
話 

取
材・文
／
松
本 

創

21世紀の木村蒹葭堂!? 橋爪節也コレクション
博覧強記で珍品奇品のコレクターとして全国に名を馳せた、江戸時代の大阪が誇る町人学者・木村蒹葭堂。

その生まれ変わり、とは言い過ぎだが、大阪きっての珍しもの好きコレクターと言えば、大阪大学教授の橋爪節也さん。
数あるコレクションの中から中之島に縁深いものを御開帳！

取材・文／大迫 力（本誌）

横光利一『時計』
昭和９年に大阪の創元社から出た、
金属板を縫い付けるという驚きの
装丁の小説。内容は大阪とは関係
ないのだが、その３年前に建てられ
た朝日ビルが、建物の外側に金属
パネルを貼り付けた斬新なデザイン
で、それを見て発想したらしい。同
じ頃に谷崎潤一郎の『春琴抄』も
出版されたが、そちらは漆塗り。本
作りへの意気込みが伝わる。

「お蝶夫人」の
パンフレットと半券
中央公会堂、朝日会館、そして現
在改修中のフェスティバルホール。
中之島にはコンサートホールの系
譜がある。このパンフレットと半券
は、日本人で初めて国際的に有名
になったソプラノ歌手・三浦環が、
十八番の「お蝶夫人」を中央公会
堂で公演した時のもの。半券と一
緒に手に入ったということは、持ち
主は大事に取っていたんでしょう。

新大阪ホテルの
パンフレット
昭和10年に誕生した新大阪ホテル
は、現在のリーガロイヤルの前身。
イラストにも描かれているようにベ
ネチアンゴシックスタイルの非常に
豪華なホテルだった。クリスマスの
催し物の案内を見ても実に洒落て
いる。開くと、ロビーにエッフェル
塔の形をした１丈８尺（約５ｍ）の
クリスマスケーキが飾られたらしい。
華やかで贅沢な時代やなあ。

『大阪叢書』
大正末期から昭和初期、大大阪と
呼ばれたこの時代には、郷土研究
本がたくさん出る。昭和３年に刊行
されたこの本もその一つ。非常に
趣味性の高い本で、面白いイラスト
が載っている。なんと難波橋のすぐ
下で、棒高跳びをやっている。何
かの競技会をしたのだろうか。中之
島公園に近代的な設備が整えられ
ていったことの証しとも言える。



都
市

文
化
論

 （財）大阪21世紀協会 
 事業活動に関するお知らせ

　景気が長期にわたり停滞する中、地域の自立が求められ、全国的に地域ブランディングの動きが起こっています。
地域にある自然、歴史・文化遺産、伝統行事、食文化など、地域固有の資源を活かした活動から、市民やクリ
エイターによる新たなまちおこしの動きなどが、様々な人に支えられて展開されています。今回の講義では、主に
大阪、関西で、文化によるまちおこし、あるいは、都市の活性化につながる文化創造はどのように展開するべきか、
政策的視点から各当事者の役割や連携を含め、成功へ導く秘訣を、幅広い事例を交えながら検討していきます。
　文化によるまちおこしに興味をお持ちの方はぜひご参加下さい。

●「インテリジェントアレー専門セミナー」プログラムへの参画について
（財）大阪21世紀協会では活動の一つとして、大学等の研究機関と連携し、そこで産み出された知的成果を社会で活用する「社学連携事
業」に取り組んでいます。平成２１年に特定非営利活動法人　関西社会人大学院連合と連携協定を締結し、以降、同連合主催のプログラ
ムに参画しています。
問い合わせ：（財）大阪21世紀協会 事務局  森　TEL.06-6942-2004　FAX.06-6942-5945

開催日時／平成23年1月～3月　隔週木曜日夜　19:00～21:00　全6回
会場／キャンパスポート大阪　大阪市北区梅田1-2-2 400号　大阪駅前第2ビル4階（TEL.06-6210-3620）
参加料／6講座通し：18,000円（1講座ごとの受講：4,000円／講座）
主催／財団法人大阪21世紀協会、特定非営利活動法人関西社会人大学院連合
※申し込み方法の詳細等は 特定非営利活動法人 関西社会人大学院連合のホームページをご覧ください。
　http://www.kansai-auae.jp

第1回 1月13日（木） 「欧米諸国の文化政策から学べること」 
河島伸子（同志社大学経済学部教授）
欧米各国の文化政策の、多様な背景、考え方、方法論についての概要を理解し、そこから我が国の文化政策発展に向けた示唆
を得ていきます。

第2回 1月27日（木） 「文化が地域を創る─サントリー地域文化賞受賞者の活動事例から」
小島多恵子（サントリー文化財団主任研究員）
文化とは、「一文の得にもならん阿保らしいことを一生懸命やること」だと、サントリー地域文化賞の産みの親、故梅棹忠夫氏
は語りました。その文化が、地域社会に活力と郷土愛を育み、地域づくりの核となっています。全国の地域文化賞受賞者の活動
事例から、成功の秘訣を探ります。

第3回 2月10日（木） 「都市文化政策と地域ブランディング─当事者の役割」 
初谷 勇（大阪商業大学総合経営学部、同大学院地域政策研究科教授）
地域ブランディングの対象は様々な地域資源に及びますが、地域で創造された革新的な政策も地域ブランドとなり得るもので
す。都市文化政策と地域ブランドの関係を、当事者の役割に着目して考えてみます。

第4回 2月24日（木） 「市民による公共空間のマネジメントについて」 
山崎 亮（（株）studio-L 代表取締役）
道路や河川や公園など、まちの公共空間が「誰のものでもない空間」になって久しい。しかし、かつての大阪では河川や橋梁や
道路をまちに住む人たちが整備したり管理したりしていました。現代のまちでは、市民が公共空間をマネジメントするのは難し
いのでしょうか。市民による公共空間のマネジメント手法とその効果について考えます。

第6回 3月24日（木） 「大阪の町人文化に学ぶ ： 懐徳堂や心学の精神とまちおこし」 
堀井良殷（大阪21世紀協会理事長）
大阪には民の力でまちをつくってきた伝統があります。１８世紀に大阪で始まった精神作興運動は、はからずも日本的資本主義
の源流となりました。その基本は社会貢献を行動によって実現することにあります。その水脈を汲み上げ未来にどう生かすのか
が、いま問われています。

第5回 3月10日（木） 「『経済』と『文化』の戦略的協働による地域活性化」 
藤原 明（りそな総合研究所新規事業戦略部プロジェクト・フェロー）
「経済」と密接な関わりを持つ銀行グループがプロデュースする「経済」と「文化」の戦略的協働の豊富なケーススタディを題
材に、地域活性化の企画具現化手法をご紹介します。

インテリジェントアレー専門セミナー

都市文化論
～文化によるまちおこし活動の理論と実践～

受講者
募集中

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト



　ジャパニーズウイスキーのスタンダー
ド「角瓶」ハイボールの大ヒットで、ウ
イスキー人気が復活しつつある。長く冬
の時代を送ってきたウイスキーが再び脚
光を浴び始めた今だからこそ、あらため
てウイスキーの奥深い歴史と文化的背景、
豊かな味わいと楽しみ方、そして、つく
り手の想いを学びたい。そんな思いで今
回のナカノシマ大学は、「日本のウイス
キーの故郷」サントリー山崎蒸溜所及び
ウイスキーショップ［W.］（P3）とのコ
ラボレーションによるセミナーを開催。
　山崎蒸溜所で日常的に行われているセ
ミナーをベースにしながら、中之島を代
表する企業であるサントリーの歴史や哲
学を知ることで、大阪の街との関わりも
学ぶことができる。もちろん、目玉にな
るのはウイスキーのテイスティング体験。
日々ウイスキーづくりに心血を注ぐプロ
による味わい方・楽しみ方のアドバイス
は、ビギナーにもオールドファンにも役
立つとともに、師走らしい「シマの忘年
会」ムードを演出してくれるはずだ。

ナカノシマ大学
NAKANOSHIMA UNIVERSITY

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、
ファックスについては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の
必要事項を明記してください。ハガキ、ファックスでお申し込みの
方は、講座名を必ずお書き添え下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学12月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

「ウイスキーがお好きでしょ？」
講師／サントリー山崎蒸溜所
日時／12月７日（火）　7:00PM ～（開場6:30PM）
会場／中央電気倶楽部 大食堂　定員／100名
受講料／1,800円（テイスティング＆ソフトドリンク１杯付き）
主催／ナカノシマ大学事務局　サントリー山崎蒸溜所
　　　ウイスキーショップ［W.］
協賛／関西電力　協力／大阪21世紀協会

募
集
要
項

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

ケータイからは
こちら！→

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

お問い合わせ☎06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

2010年

12月講座
  「ウイスキーがお好きでしょ？」
講師／サントリー山崎蒸溜所

ハイボールブームで人気再燃の
今だからこそ知りたい、
ウイスキーの味わいと文化、
そして大阪との関係。

上と下右端の写真は、サントリーが今年9月、堂島浜にオープンしたウイスキーの宝庫［Ｗ.］の店内。下左
３枚は、日本ウイスキーの故郷・山崎蒸溜所の風景。プロの指南でウイスキーを存分に味わいたい。

テ
イ
ス
ティ
ン
グ

で
き
る
!



め尽くされた客席は、まさに満員
御礼の様相。今回のナカノシマ大

学は、天満天神繁昌亭支配人の恩田雅和
さんによる講演と、落語家の笑福亭三喬
さん、その弟子の笑福亭喬介さんによる
落語２席という豪華な２部構成で行われ
た。会場は関西では最も歴史の古い紳士
社交クラブである大阪倶楽部。渋い近代
建築に、笑い声が渦巻いた。
　まず恩田さんのお話は、かの文豪、夏
目漱石が中之島を訪れたことがある、と
いう話から始まった。漱石の『行人』と
いう小説の中には、ある病院が出てくる
のだが、それは漱石が大阪滞在時に実際
に入院していた病院がモデルであり、当
時は大阪倶楽部からほどない場所にあっ
たそうだ。また、落語好きだった漱石の

小説には、落語にまつわるエピソードや
登場人物を連想させる場面がたびたび登
場する。恩田さん曰く「本人がそれを意
識していたかどうかは分からない」のだ
が、落語を知っていると、漱石の小説を
読み解く幅が広がることは間違いないだ
ろう。
　講演も終盤になってくると、今回の主
題である落語の「にし・ひがし」の話題

へ。天満天神繁昌亭では、上方落語協会
の桂三枝会長の発案で、終演後に出演者
の「お見送り」があること、繁昌亭では
禁止されているが、江戸落語では飲食が
可能といった東西間の違いが紹介された。
　また、三代目柳家小さんが上方落語か
ら持ち帰った「時うどん」が江戸落語で

「時そば」に変化し、さらにそれを桂吉
朝が持ち帰って、上方落語で新しい型の

「時うどん」が生まれたことなど、落語
好きも唸る豆知識も披露。最後に「この
後、私の今日の話にゆかりのものをやる
かもしれません、しないかもしれません」
と、なんとも含みのある言葉を残し、恩
田先生の講演は終了した。

を持して、笑福亭三喬さん、笑福
亭喬介さんの落語が始まる。まず

は喬介さん。恩田さんの講演に合わせて
か、ネタは「時うどん」。扇子一本で表
現される、臨場感あふれるうどんをすす
る所作に、思わずつばが出るほどの名演
である。
　トリは笑福亭三喬さんによる「まんじ
ゅうこわい」。江戸落語版と比べ、上方
落語版の「まんじゅうこわい」は登場人
物各々の好き嫌いの話や、怪談噺を経て、
ようやく饅頭が嫌いな男が登場する大ネ
タ。こちらも三喬さんの軽妙な語りのも
と、会場一同大喝采で閉幕。タイトル通
り、東西の落語の違いを体験できる講座
となった。

11

埋

満

0

文化講演会「落語 にし・ひがし」
@大阪倶楽部　
講演／恩田雅和（天満天神繁昌亭支配人）
落語／笑福亭三喬　笑福亭喬介

９月16日（木）

笑福亭喬介さんは「時うどん」を披露。つい「お腹が鳴った」という受講生も。

恩田雅和さんは、丁寧な作品の分析から夏目漱石と落語の関係を解説してくれた。



「トラベルカルチャーマガジン『TRANSIT』トークショー」谷口京（写真家）×加藤直徳（『TRANSIT』
編集長） 参加費：500円　テーマは「伝統と革新～FILMとDIGITAL ロンドン、男二人旅、麦酒とともに」。

土6 会
場
I

1:00ＰＭ～

A common cafe
☎06-6371-1800　
B 雑貨屋Biscuit cafe
http://biscuit-cafe.com/
C ＯＯＯ（オーー）
☎06-6362-5150

D 中崎町サロン文化大学
http://nakazakicho-u.blogspot.com/
E フレイムハウス 
☎06-6226-0107　 
F タピエスタイル
☎06-4963-7450

G 欧風食堂 ミリバール
☎06-6531-7811
H 鳥かごキッチン 
☎06-6535-0255
I スタンダードブックストア
☎06-6484-2239

J hitoto　
http://hitoto.info/

大阪カルチャークラスター!!
大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、大阪にあるカフェやギャラリーなどで独自に企画・運営を行っている
講座・ワークショップを一堂に集め、紹介していきます。

21世紀の懐徳堂プロジェクト
11月の時間割 ナカノシマ大学ほか、

中之島周辺の「学びの場」の時間割をご紹介。

「小鳥の刺繍ブローチをつくりましょう」annas／かわばたあんな（刺繍作家） 参加費：4,200円（材料費込）　
定員:5名　ステッチidees掲載刺繍作家 annasさんと一緒に刺繍ブローチを作ります。初心者OK。持ち物：ボールペン

会
場
Ｆ

1:00ＰＭ～
4:00ＰＭ  

「健康講座～自分のカラダを自分で治す」合田光男（国際東洋医療専任講師） 受講料：2,000円
身体の不調を手技、つぼ療法、金粒療法、東洋医学経筋治療により自分の手で整える方法を学ぶ。テーマは「ぽかぽか」。土13 会

場
Ｅ

2:00ＰＭ～
4:00ＰＭ　

「奥村昭夫デザインワークショップ」奥村昭夫（グラフィックデザイナー） 受講料：3,800円
グリコのロゴや牛乳石鹸のパッケージなどで有名なグラフィックデザイナー、奥村昭夫氏によるデザインワークショップ。

会
場
Ｃ

5:00ＰＭ～
7:00ＰＭ
終了後、

交流会あり

「秋から冬の食卓」中東ゆうこ（ポーポー屋店主） 参加費：各回3,800円
根菜やキノコ、カキやほうれん草などの食材が出揃います。身体を温める料理、お伝えします。日14・28

会
場
H

14日11:00ＡＭ
～2:00ＰＭ

28日4:00ＰＭ
～7:00ＰＭ

「石原正一のヨミすぎ！～古今東西名作朗読会～」石原正一（役者・作演出家） 受講料：1,500円
古今東西の名作を参加者全員で読みまくる夜です。この日は「竜馬」を読みます。火16 会

場
Ａ

7:30ＰＭ～
9:00ＰＭ

「珈琲の楽しみ方をプロに学ぶ『百合珈琲教室』」百合千佳（百合珈琲店主） 参加費：2,000円
プロの試飲方法、カッピングを学ぶ。カップオブエクセレンス賞受賞豆の試飲、フレーバーの表現方法なども紹介。水17 会

場
H

2:30ＰＭ～
4:00ＰＭ

「トリ・スクール『民藝運動』」岡山 拓（美術家） 受講料：2,500円（1ドリンク付）
展覧会図録を参照しながら、初めての人でも解るように美術史や各種ムーブメントについてお話をします。

日21
会
場
Ｇ

10:15ＡＭ～
1:15ＰＭ

2:00ＰＭ～
5:00ＰＭ

「メアリーちゃんの手さげポーチ」JuJu／塩谷純子（布かばん・小物・雑貨作家） 参加費：2,625円　定員：6名
フェルトのアップリケを自由に選んで、頭巾をかぶったメアリーちゃんのポーチを手縫いで制作します。定員：6名

会
場
Ｆ

2:00ＰＭ～
4:00ＰＭ

「マクロビオティックサロン」豊村恵子（料理研究家） 受講料:2,000円(料理費込)　定員：10名
「ネリkitchen」の豊村さんが、「雑穀ハンバーグ」のつくり方をご紹介します。

会
場
Ｄ

11:00ＡＭ～
00:30ＰＭ

「小さなサンタクロースのオーナメント（ぬいぐるみ）作り」IRIIRI（人形作家） 参加費：3,675円　定員：6名　
サンタクロースのぬいぐるみを作りましょう。初心者の方も大歓迎！持ち物／糸切り鋏

土27
会
場
Ｆ

1:30ＰＭ～
6:00ＰＭ 

「クリエイティブギャザリング『シャベル』」 参加費：600円
 おすすめのモノや場所、温めているアイデアなど、クリエイティブに関するトピックを紹介し合うギャザリングです。

会
場
J

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ

「絵本講座『絵本を読む・聞く・選ぶ』」杉かおり（トリコロールブックス代表） 参加費：3,500円（食事、絵本、
テキスト付） 子どもの頃に出会った懐かしい絵本を読み聞かせしてみませんか？

会
場
H

3:00ＰＭ～
5:00ＰＭ

「紅茶のワークショップ＜11月のテーマ・ジャムティー＞」Yuriko（ティーコーディネーター） 参加費：2,000円
日常の紅茶を実際に一緒に紅茶を淹れながら、美味しく楽しむコツをお話します。日28 会

場
Ｂ

2:00ＰＭ～
4:00ＰＭ

12



大阪大学21世紀懐徳堂

レクチャー&対話プログラム「ラボカフェ」
読書・哲学・鉄道など、毎月リアルタイムなテーマでカフェ風ワークショップを行っている、
京阪電車中之島線なにわ橋駅地下1階の［アートエリアB1］。11月のラインナップはこんな感じ。

サイエンスカフェ／カフェ・オンザエッジ「生体ライブ映像の主役“蛍光プローブ分子”の開発者が追ってる事」 
定員：50名　3回シリーズの１回目。化学技術を駆使し蛍光プローブ開発最前線で活躍中の研究者を招く。

6:30ＰＭ～
8:30ＰＭ

火9

会場／アートエリアB1　参加費／すべて無料　開場／それぞれ開始30分前から　問い合わせ／［カフェの内容について］大阪大学コミュニケーションデザイン・センター
（CSCD）☎06-6850-6632　［場所などについて］アートエリアB1 ☎06-6226-4006　※内容は予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

「おもしろ日本語学～方言あれこれ」小矢野哲夫（大学院言語文化研究科教授） 受講料:1,575円
本場の方言とは違うにも関わらず、ドラマなどで取り入れられるのはなぜか。さらに、変化するネオ方言について考える。

1:30ＰＭ～
3:00ＰＭ

金12

会場／大阪大学中之島センター　申し込み・問い合わせ／朝日カルチャーセンター（中之島）☎06-6222-5224　http://www.asahi-culture.co.jp/index.html

●Handai-Asahi中之島塾 大阪大学が朝日カルチャーセンターと共催しているセミナーです。

「伝統医学をたどる～朝鮮時代と江戸時代」内野花（大阪大学ＣＳＣＤ特任講師） 受講料:3,150円（全2回）
ドラマ「チャングムの誓い」や「JIN」の時代を、当時の医学書や公文書から紐解く。

10:30ＡＭ～
12:00ＰＭ

土20・27

中之島哲学コレージュ／哲学カフェ「わたしのいのちはわたしのもの？」 定員：50名
人は果たして自分のいのちについて自分で決めることができるのか？参加者との対話をとおして考える。

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ

水10

「弥生・古墳時代における近畿地域の生産・流通構造の発展～朝鮮半島との比較を通じて」長友朋子
（大阪大学大学院文学研究科招聘研究員/准教授）生産や流通構造がどう発展したのか、朝鮮半島との比較から考える。

2:00ＰＭ～
3:40ＰＭ

火2

会場／立命館アカデメイア＠大阪　受講料／各2,000円　申し込み・問い合わせ／立命館大阪オフィス☎06-6201-3610　http://www.ritsumei.jp/life-09/e09_10kyo_2.html

●大阪・京都文化講座「大阪・京都の地宝と考古学」立命館大学文学部、立命館大阪オフィスとの共催の講座です。

「日本海の弥生王墓と巨大前方後円墳～古代丹後発展のすがた～」福永伸哉（大阪大学大学院文学
研究科教授）古代丹後発展の実態を「交易」と「先進技術」というキーワードで考える。

2:00ＰＭ～
3:40ＰＭ

火16
「京・嵯峨野の古墳群」和田晴吾（立命館大学文学部教授）
嵯峨野を散策しているつもりで主要な古墳を訪ね、その内容や古墳群の歴史的意義、他界観を紹介。

2:00ＰＭ～
3:40ＰＭ

火30

「イタリア人はいつからトマトを食べ始めたのか？～オペラ、歴史的料理本に探る」山田高誌（大学院文学
研究科助教）18～19世紀のイタリアの食の実態を歴史的料理本やオペラをめぐる史料などから浮き上がらせる。

6:30ＰＭ～
9:00ＰＭ

金12/3

会場／大阪ガスクッキングスクール千里　受講料／1,500円　申し込み・問い合わせ／大阪ガスクッキングスクール千里☎06-6871-8561　http://www.og-cookingschool.com/

●大阪大学×大阪ガス アカデミクッキング「専門分野の講義」＆「料理実習」で“学問するココロ”が実践的に身につきます。

「大阪万博40周年の検証」
「人類の調和と進歩」というテーマで開催された大阪万博から40年。大阪の街は「進歩し、調和して」大きく育ったのか。

2:00ＰＭ～
5:30ＰＭ

日12/12

会場／毎日新聞社大阪本社「オーバルホール」　定員／350名　参加費／無料　問い合わせ／大阪大学21世紀懐徳堂☎06-6850-6443
※事前申込制（氏名・住所・電話番号をinfo@21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jpまで）

●大阪大学21世紀懐徳堂シンポジウム―街育てvol.3「街育て」をテーマに数人のパネリストが公開討論会を行います。

サイエンスカフェ／カフェ・オンザエッジ「細胞ライブカメラが追う、まだ誰も見ていない世界」 定員：50名
シリーズ2回目。生きた破骨細胞撮影に世界初で成功し、細胞の動きから生体の謎を解いている研究者をゲストに迎える。

6:30ＰＭ～
8:30ＰＭ

火16
スポーツカフェ・パシフィック「今なぜパ・リーグか？」 定員：30名
プロ野球パ・リーグを中心に、スポーツについて自由に語り合う。「リーグを応援する」という意識はなぜ生まれるのか。

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ

水17
シアターカフェ「一人芝居についてお話しましょう」 定員：30名
一人芝居経験の豊富な演劇人や、これから一人芝居をやろうとしている俳優をゲストに招き、その魅力や可能性を紹介。

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ

金19
鉄道カフェ「鉄カフェをみんなで考える19」 定員：30名
幅広い層の参加者による素朴な疑問から派生した議論など、鉄道に関する様々な情報交換と対話が繰り広げられる。

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ

水24
中之島哲学コレージュ／セミナー「生物多様性とビジネス」 定員：50名
林業を中心とした事業づくり等の事例から、生命や生物多様性と経営・経済のかかわりについて、参加者と共に考える。

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ

金26



14

 
「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
行
っ
た
ら
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア

に
行
っ
て
き
た
ら
い
い
」

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ホ
ス
ト
が
、
私
に
そ
う
勧
め
て
く

れ
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
一

画
に
あ
る
「
解
放
区
」
で
、
私
み
た
い
な
若
者
が
た
く

さ
ん
い
る
と
い
う
。

　

ホ
ス
ト
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
用
事
が
あ
る
と
き
、

私
は
車
に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
い
、
一
人
で
ク
リ
ス
チ
ャ

ニ
ア
を
訪
ね
た
。
そ
こ
は
高
い
板
塀
で
囲
わ
れ
た
地
域

で
、
中
央
に
広
場
が
あ
り
、
周
囲
に
バ
ラ
ッ
ク
の
よ
う

な
建
物
が
並
ん
で
い
た
。
ど
こ
と
な
く
殺
伐
と
し
た
雰

囲
気
で
、
壁
に
は
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
な
落
書
き
が
あ
り
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
よ
う
な
文
字
も
書
き
殴
っ
て
あ
っ
た
。

道
端
に
は
ゴ
ミ
が
散
乱
し
、
野
良
犬
が
我
が
物
顔
で
歩

き
、
軒
下
で
は
ヒ
ッ
ピ
ー
風
の
若
者
が
寒
そ
う
に
肩
を

す
ぼ
め
て
い
た
。

 

「
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア
に
い
る
若
者
は
、
自
由
を
求
め
て

集
ま
っ
て
い
る
ん
だ
」

　

ホ
ス
ト
は
そ
う
言
っ
て
い
た
が
、
心
は
自
由
で
も
、

生
活
は
不
自
由
と
い
う
感
じ
が
強
か
っ
た
。

　

２
階
建
て
の
バ
ラ
ッ
ク
に
「
カ
フ
ェ
」
の
看
板
が
出

て
い
た
の
で
入
っ
て
み
た
。
そ
こ
は
被
災
者
向
け
の
食

堂
の
よ
う
で
、
粗
末
な
テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
椅
子
に
、

空
席
が
な
い
ほ
ど
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
み
ん

な
長
髪
に
髭
面
、
衣
服
も
浮
浪
者
め
い
て
、
異
様
な
雰

囲
気
だ
。
黒
板
に
書
か
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
見
る
と
、
す

べ
て
市
価
よ
り
３
割
が
た
安
い
。
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
買

お
う
と
列
に
並
ん
だ
が
、
な
ぜ
か
私
に
は
売
っ
て
く
れ

な
か
っ
た
。

　

せ
め
て
写
真
だ
け
で
も
と
思
い
、「
す
み
ま
せ
ん
。

写
真
を
撮
っ
て
も
い
い
で
す
か
」
と
ま
わ
り
の
人
に
声

を
か
け
る
と
、
髭
面
に
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
男

が
、
拳
を
振
り
上
げ
て
「
い
や
だ
！
」
と
叫
ん
だ
。
私

は
怖
く
な
っ
て
、
そ
の
ま
ま
逃
げ
る
よ
う
に
ク
リ
ス
チ

ャ
ニ
ア
を
あ
と
に
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
ホ
ス
ト
は
な
ぜ
私
に
あ
ん
な
と
こ

ろ
を
勧
め
た
の
か
。
理
由
は
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
わ
か

っ
た
。
旅
行
中
に
着
て
い
た
ダ
ウ
ン
パ
ー
カ
ー
の
腕
に
、

私
は
ヤ
ツ
デ
の
葉
っ
ぱ
み
た
い
な
模
様
の
ワ
ッ
ペ
ン
を

縫
い
つ
け
て
い
た
。
そ
の
下
に
「Leaglize pot

」
と

書
い
て
あ
る
。
深
い
考
え
も
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で

選
ん
だ
も
の
だ
が
、
英
語
の
意
味
は
「
麻
薬
を
合
法
化

せ
よ
」。
葉
っ
ぱ
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
だ
っ
た
。
そ
ん
な
ワ

ッ
ペ
ン
を
貼
っ
て
い
た
の
で
、
ホ
ス
ト
は
私
を
ヒ
ッ
ピ

ー
文
化
の
共
鳴
者
だ
と
思
っ
た
よ
う
だ
。
不
用
意
に
横

文
字
を
使
う
と
、
思
わ
ぬ
誤
解
を
招
く
と
い
う
教
訓
に

な
っ
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
小
学
生
の
男
の
子
が
２
人

い
て
、
私
の
よ
い
遊
び
相
手
に
な
っ
て
い
た
。
犬
の
散

歩
に
行
っ
た
り
、
海
岸
を
探
検
し
た
り
、
い
っ
し
ょ
に

ジ
グ
ゾ
ー
パ
ズ
ル
を
し
た
り
し
た
。

　

そ
の
話
が
学
校
に
伝
わ
っ
た
ら
し
く
、
子
ど
も
た
ち

の
担
任
か
ら
、
日
本
に
つ
い
て
の
授
業
を
し
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
た
。

　

教
室
に
行
く
と
、
女
の
先
生
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で

待
っ
て
い
た
。
ど
う
や
ら
英
語
が
苦
手
ら
し
い
。
そ
れ

で
私
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
ず
、
黒
板
に
自
分
の
名
前
を
、
漢
字
と
ひ
ら
が
な

と
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
た
。
そ
ん
な
文
字
を
見
た
こ
と
の

な
い
子
ど
も
た
ち
は
、
日
本
に
は
３
種
類
も
文
字
が
あ

る
の
か
と
驚
嘆
の
声
を
洩
ら
し
た
。
次
に
私
は
日
本
の

地
図
を
描
き
、
九
州
を
指
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
こ
の

島
と
同
じ
く
ら
い
の
大
き
さ
だ
と
説
明
し
た
。

 「
う
わ
ぁ
。
日
本
は
な
ん
て
大
き
な
国
な
ん
だ
」

illustration: maki yoshimura

中
之
島
ふ
ら
ふ
ら
青
春
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ヨ
ー
ロ
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パ

プ
チ
放
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編
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久
坂
部 

羊
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そ
ん
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
教
室
中
に
広
ま
っ
た
。
そ

れ
ま
で
日
本
は
小
さ
な
国
だ
と
思
っ
て
い
た
私
は
、
な

ん
だ
か
急
に
大
き
な
国
か
ら
や
っ
て
き
た
よ
う
な
気

分
に
な
っ
た
。
つ
い
で
に
「
1
1
0
0
0
0
0
0
0
」

と
数
字
を
並
べ
、
こ
れ
が
日
本
の
人
口
だ
と
言
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
ば
か
り
に
顔
を
見
合

わ
せ
、
私
の
浅
は
か
な
優
越
感
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

　

ほ
か
に
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
、
私
は
日
本
の
遊
び
と
称
し
て
、
紙
相
撲
の
力
士
を

作
っ
て
見
せ
た
。
ち
ょ
ん
ま
げ
に
ま
わ
し
姿
は
異
国
情

緒
た
っ
ぷ
り
で
、
２
人
の
力
士
を
組
み
合
わ
せ
て
相
撲

を
取
ら
せ
る
と
大
い
に
ウ
ケ
た
。
さ
ら
に
、
脚
を
折
り

曲
げ
、
指
で
は
じ
い
て
ジ
ャ
ン
プ
さ
せ
る
カ
エ
ル
も
作

り
、
授
業
の
後
半
は
工
作
の
時
間
と
な
っ
た
。
工
作
な

ら
言
葉
も
い
ら
な
い
の
で
気
楽
だ
っ
た
。
時
間
が
余
っ

た
子
ど
も
に
は
、
日
本
の
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
。
富

士
山
や
お
城
の
絵
が
出
る
か
と
思
い
き
や
、
描
か
れ
た

の
は
傘
を
か
ぶ
っ
た
農
民
や
、
奇
妙
な
五
重
塔
の
よ
う

な
建
物
で
、
私
に
は
中
国
か
ベ
ト
ナ
ム
の
風
景
に
し
か

見
え
な
か
っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
子
ど
も
た
ち
に
す
れ

ば
、
日
本
は
は
る
か
な
異
国
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
あ
る
日
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
午
後
か
ら
出
か
け
る
こ
と
に
な
り
、

私
の
相
手
は
親
戚
の
ビ
ビ
ア
ン
と
い
う
女
性
が
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
女
は
20
歳
そ
こ
そ
こ
の
金
髪

美
人
で
、
体
格
も
よ
か
っ
た
。
私
は
そ
ん
な
女
性
と
２

人
き
り
に
な
る
こ
と
が
気
詰
ま
り
だ
っ
た
が
、
ビ
ビ
ア

ン
は
ま
る
で
気
に
し
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

　

夕
食
は
彼
女
が
作
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、
料
理

を
待
つ
間
、
私
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
で
彼
女
と
話

を
し
た
。

 

「
日
本
人
で
だ
れ
か
有
名
な
人
物
を
知
っ
て
る
？
」
と

聞
く
と
、ビ
ビ
ア
ン
は
即
座
に
「
知
ら
な
い
」
と
答
え
た
。

世
界
的
に
有
名
な
日
本
人
は
い
な
い
の
か
と
、
少
し
が

っ
か
り
し
た
。
世
界
的
に
有
名
な
デ
ン
マ
ー
ク
人
に
は

ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
い
る
。

　

そ
の
日
、
ビ
ビ
ア
ン
は
「
ご
飯
を
炊
く
か
ら
楽
し
み

に
し
て
い
て
」
と
私
に
言
っ
た
。
だ
が
、
炊
飯
器
は
も

ち
ろ
ん
、
釜
の
よ
う
な
も
の
も
な
い
。
ど
う
す
る
の
か

と
見
て
い
る
と
、
鍋
に
湯
を
沸
か
し
は
じ
め
た
。

　

米
は
ま
ず
研
い
で
か
ら
水
に
つ
け
て
、
と
思
っ
て
い

る
と
、
驚
い
た
こ
と
に
、
ビ
ビ
ア
ン
は
沸
騰
し
た
湯
に

生
米
を
ざ
ー
っ
と
放
り
込
ん
だ
。
そ
れ
で
ご
飯
が
炊
け

る
の
か
と
危
ぶ
ん
で
い
る
と
、
案
の
定
、
で
き
た
の
は

粥
と
も
糊
と
も
つ
か
な
い
ド
ロ
ド
ロ
の
も
の
で
、
と
て

も
食
べ
ら
れ
る
代
物
で
は
な
か
っ
た
。
彼
女
は
、「
失

敗
し
た
」
と
言
う
や
、
止
め
る
間
も
な
く
鍋
の
中
身
を

ゴ
ミ
箱
に
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
米
が
主
食
の
日
本
人
と

し
て
、
私
は
胸
が
痛
ん
だ
が
、
彼
女
は
ま
る
で
平
気
の

よ
う
す
。
日
本
の
炊
き
方
を
教
え
よ
う
と
し
た
が
、「
大

丈
夫
。
こ
こ
に
書
い
て
あ
る
」
と
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
説

明
を
指
さ
し
て
、
ま
た
鍋
に
湯
を
沸
か
し
は
じ
め
た
。

　

２
度
目
は
な
ん
と
か
ご
飯
ら
し
い
も
の
が
で
き
、
同

時
に
い
や
に
味
の
薄
い
カ
レ
ー
ら
し
き
も
の
も
で
き
て
、

奇
妙
な
夕
食
と
な
っ
た
。
私
は
ビ
ビ
ア
ン
と
２
人
き

り
で
落
ち
着
か
な
か
っ
た
が
、
色
っ
ぽ
い
雰
囲
気
に
は

ま
っ
た
く
な
ら
な
か
っ
た
。
半
分
ホ
ッ
と
す
る
よ
う
な
、

半
分
残
念
な
夜
だ
っ
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
ほ
か
に
ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
遺
跡
を
見
た
り
、
絞
り
た
て
の

牛
乳
を
飲
ま
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。
オ
ー
デ
ン
セ
の

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
生
家
を
訪
ね
た
り
、
オ
ー
フ
ス
と
い

う
町
に
日
帰
り
旅
行
も
し
た
。
帰
り
に
ホ
ス
ト
宅
方
面

の
バ
ス
乗
り
場
を
さ
が
し
て
い
る
と
、「
あ
な
た
の
乗

る
バ
ス
は
こ
れ
」
と
若
い
女
性
が
教
え
て
く
れ
た
。「
な

ぜ
わ
か
る
の
」
と
聞
く
と
、「
こ
の
前
、
ビ
ン
テ
（
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
奥
さ
ん
）
と
歩
い
て
い
る
の
を
見

た
か
ら
」
と
の
こ
と
。
２
週
間
も
い
る
と
、
知
ら
な
い

う
ち
に
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

最
終
日
は
ホ
ス
ト
夫
妻
が
早
朝
か
ら
留
守
だ
っ
た
の

で
、
感
謝
の
置
き
手
紙
を
し
て
フ
ュ
ー
ン
島
を
離
れ
た
。

　

当
時
の
日
記
に
は
こ
う
あ
る
。「H

ello

は
そ
ん
な
に

感
動
的
で
な
い
の
に
、Good bye

は
ど
う
し
て
こ
ん

な
に
心
を
波
だ
た
せ
る
の
だ
ろ
う
」

くさかべよう　1955年生まれ。大阪大学医学部卒業。
麻酔医、外科医、在外公館での医務官としても勤務した後、2003年『廃用身』（幻冬舎文庫）でデビュー。
現代医療への提言と生きること・死ぬことについて考える
契機に満ちた作風が人気を呼び『破裂』は10万部を超えるヒットに。

「今月発売の『小説現代』の医療小説特集に、短編を書きました。
タイトルは『天罰あげる』心療内科医に取り憑く恐ろしい女性患者の話です」
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阪
は
水
の
都
と
い
う
わ
り
に
、
川
に

背
を
向
け
て
建
つ
ビ
ル
が
多
い
。
川

に
面
し
た
部
屋
に
窓
が
な
か
っ
た
り
、
あ
っ

て
も
物
置
き
扱
い
だ
っ
た
り
…
」。
本
誌
に

何
度
か
登
場
し
て
も
ら
っ
た
末
村
巧
さ
ん
は

語
っ
て
い
た
。
そ
れ
じ
ゃ
も
っ
た
い
な
い
と

い
う
わ
け
で
、
末
村
さ
ん
た
ち
は
水
辺
の
ビ

ル
を
専
門
に
扱
う
「
水
辺
不
動
産
」
を
始
め

た
わ
け
だ
が
、
同
じ
視
点
か
ら
、「
だ
っ
た

ら
ビ
ル
の
壁
面
を
利
用
し
た
景
観
を
つ
く
れ

ば
い
い
」
と
考
え
た
人
が
い
た
。
大
阪
が
生

ん
だ
世
界
的
建
築
家
、
安
藤
忠
雄
氏
で
あ
る
。

　
「
水
辺
の
ビ
ル
の
外
壁
を
ツ
タ
や
カ
ズ
ラ
、

ツ
ル
バ
ラ
な
ど
で
覆
い
尽
く
せ
ば
、
世
界
で

も
例
の
な
い
風
景
に
な
る
」
と
い
う
の
が
安

藤
氏
の
構
想
。
土
佐
堀
川
で
水
上
タ
ク
シ
ー

に
乗
っ
て
い
た
時
、
一
棟
の
ビ
ル
が
青
々
と

ツ
タ
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
ア
イ
デ
ア

を
膨
ら
ま
せ
、
２
年
前
か
ら
ビ
ル
の
オ
ー
ナ

ー
た
ち
に
呼
び
か
け
を
始
め
た
。

　

土
佐
堀
川
に
面
し
た
ビ
ル
の
足
元
に
プ
ラ

ン
タ
ー
を
置
き
、
伸
び
て
き
た
ツ
ル
を
ネ
ッ

ト
で
誘
導
し
て
外
壁
を
這
わ
せ
る
。
プ
ラ
ン

タ
ー
や
ネ
ッ
ト
の
設
置
、
苗
や
植
栽
に
か
か

る
費
用
は
市
民
の
募
金
で
賄
う
。「
大
阪
の

街
は
歴
史
的
に
市
民
の
力
で
作
ら
れ
て
き

た
」
と
い
う
考
え
か
ら
だ
。
や
は
り
安
藤
氏

が
呼
び
か
け
人
と
な
り
、
大
阪
都
心
部
の
水

辺
に
３
０
０
０
本
を
植
え
た
「
桜
の
会
・
平

成
の
通
り
抜
け
」
と
同
じ
構
図
で
あ
る
。

　

既
に
苗
を
植
え
た
の
は
、
大
阪
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
、
廣
田
証
券
、
ナ
カ
バ
ヤ
シ
本
社
、

ル
ポ
ン
ド
シ
ェ
ル
（
旧
・
大
林
組
本
社
）
な

ど
、
現
在
10
数
件
。
天
満
橋
か
ら
北
浜
に
か

け
て
が
多
い
が
、
西
は
常
安
橋
の
近
く
ま
で

広
が
る
。
交
渉
中
も
数
件
。
行
政
も
協
力
す

る
。
河
川
の
護
岸
、
八
軒
家
浜
の
壁
面
、
東

洋
陶
磁
美
術
館
な
ど
は
、
大
阪
府
・
市
が
緑

化
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　

あ
る
日
、
ビ
ル
の
壁
面
に
注
目
し
な
が
ら

川
べ
り
を
歩
い
て
み
た
。
ま
だ
壁
を
覆
う
ほ

ど
で
は
な
い
が
、
元
気
に
ツ
ル
が
伸
び
始
め

て
い
た
。「
成
長
が
早
い
で
す
か
ら
、
３
、４

年
も
す
れ
ば
ず
い
ぶ
ん
変
わ
る
と
思
い
ま

す
」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
。
安
藤

氏
は
、
事
務
所
に
置
い
た
募
金
箱
に
毎
朝
お

金
を
入
れ
る
の
が
日
課
だ
と
い
う
。

　
「
大
阪
の
水
辺
は
市
民
が
作
っ
た
」
と
誇

れ
る
日
は
遠
く
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

取
材・文
／
松
本 

創（
本
誌
）

川
べ
り
の
ビ
ル
が

緑
で
覆
わ
れ

始
め
て
い
た
。

中
之
島
壁
面
緑
化
「
ツ
タ
募
金
」

2
0
0
8
年
９
月
に
呼
び
か
け
を
始
め
、
09
年
３
月
か
ら

植
栽
を
ス
タ
ー
ト
。
安
藤
氏
が
運
営
に
関
わ
る
「
瀬
戸
内

オ
リ
ー
ブ
基
金
」
を
窓
口
に
募
金
を
集
め
て
い
る
ほ
か
、

講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
る
。

緑
化
に
協
力
で
き
る
ビ
ル
も
募
集
中
。
問
い
合
わ
せ
は
、

同
基
金
事
務
局
☎
0
6-

6
3
7
1-

2
2
2
7

背景写真／安藤氏が船上から見て着想を得
たという北浜「永和ビル」壁面の眺め。下／
レトロビルにはツタがよく似合う。下段は別
のビルの足元。ネットでツルを誘導している。

「
大

バッキー・
イノウエ
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こ
の
『
月
刊
島
民
』
と
い
う
本
を
ど
こ
か
で

手
に
入
れ
た
人
が
、
俺
に
何
か
を
投
げ
か
け
て

く
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

　

近
所
の
う
ど
ん
屋
さ
ん
は
「
う
ち
の
母
親
が

虫
メ
ガ
ネ
で
あ
れ
読
み
な
が
ら
、『
こ
の
人
漬
物

屋
さ
ん
や
の
に
な
ん
で
中
之
島
に
い
か
な
あ
か

ん
の
』
て
言
う
て
ま
し
た
で
。『
飲
み
に
や
っ
た

ら
こ
こ
ら
で
え
え
や
ろ
に
』
て
言
う
て
」
と
言

い
な
が
ら
丼
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。

　

新
京
極
の
食
堂
で
働
い
て
い
る
お
姉
さ
ん
に

は
「
京
阪
の
東
福
寺
の
カ
ー
ブ
の
こ
と
が
出
て

き
て
、
な
ん
か
知
ら
ん
け
ど
う
れ
し
か
っ
た
わ
。

私
も
あ
の
カ
ー
ブ
の
と
き
い
つ
も
外
見
て
し
ま

う
ね
ん
。
う
ち
ら
ま
だ
京
阪
が
地
下
に
入
っ
て

へ
ん
時
分
か
ら
丹
波
橋
と
四
条
を
行
き
来
し
て

ん
ね
ん
で
」
と
俺
の
肩
を
叩
い
た
。

　

三
条
で
バ
ー
を
や
っ
て
い
る
人
か
ら
は
こ
ん

な
メ
ー
ル
が
届
い
た
。「
京
阪
三
羽
ガ
ラ
ス
（
深

草
、
藤
森
、
墨
染
）
に
は
笑
い
ま
し
た
。
た
し

か
に
、
あ
れ
ほ
ど
美
し
い
響
き
の
駅
名
が
、
三

連
発
で
続
く
の
は
、
京
都
な
ら
で
は
で
し
ょ
う
」。

　

俺
は
京
阪
に
縁
の
あ
る
人
に
と
て
も
親
し
み

を
感
じ
て
し
ま
う
。
京
阪
に
乗
っ
て
い
た
り
、

駅
の
ホ
ー
ム
で
待
っ
て
る
時
に
は
そ
ん
な
こ
と

は
全
く
感
じ
な
い
。
で
も
街
で
会
え
ば
親
し
み

を
覚
え
る
。
な
ん
だ
か
ど
ん
く
さ
そ
う
で
流
行

じ
ゃ
な
さ
そ
う
で
う
ど
ん
が
好
き
そ
う
で
ご
飯

つ
ぶ
を
残
さ
な
い
感
じ
で
一
緒
に
旅
行
し
て
も

し
ん
ど
く
な
い
感
じ
。

　

な
ん
で
俺
は
こ
ん
な
に
京
阪
の
こ
と
を
書
く

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
だ
い
た
い
こ
の
本
が
中

之
島
の
こ
と
を
書
き
な
さ
い
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
与
え
て
く
れ
た
の
だ
が
、
第
１
回
目
だ
け

中
之
島
に
行
っ
て
、
そ
れ
以
降
は
京
都
か
ら
中

之
島
へ
行
こ
う
と
す
る
が
、
ど
う
し
て
も
た
ど

り
着
け
な
い
地
団
駄
及
び
京
都
イ
ッ
プ
ス
話
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
の
お
か
げ
で
東
福
寺
の
た
そ
が
れ

カ
ー
ブ
の
こ
と
を
思
い
出
せ
た
し
、
京
都
か
ら

中
書
島
を
越
え
る
こ
と
の
困
難
さ
に
も
気
付
い

た
。
各
駅
停
車
は
遅
い
け
ど
、
ど
こ
の
駅
で
も

降
り
る
こ
と
が
で
き
る
自
由
が
あ
る
と
い
う
こ

と
も
知
っ
た
。
か
っ
こ
い
い
な
。
そ
し
て
迷
う

こ
と
で
ま
た
来
る
電
車
の
あ
り
が
た
さ
を
知
り
、

乗
り
遅
れ
て
肩
を
落
と
し
た
時
に
は
「
改
札
口

で
君
の
こ
と
ー
」
と
歌
っ
て
し
ま
う
自
分
に
あ

き
れ
た
。
も
う
、
我
が
心
の
京
阪
電
車
で
あ
る
。

あ
ー
、
と
い
う
し
か
な
い
。

そんな行きがかりじょうにこそゴキゲン
が現れるということを地団駄踏みながら
泣いて書いた本ができました。百練画報、
タイトルはなんと『行きがかりじょう、
俺はポンになった』です。一冊ずつすべ
てに仕上がり日が書き込まれたオンリー
ワンブック。定価500円。しかし書店流
通しない珍しい本です。

ば
っ
き
ー
・
い
の
う
え
　
京
都
・
錦
市
場
の
漬
物
店
［
錦
・

高
倉
屋
］
店
主
に
し
て
日
本
初
の
酒
場
ラ
イ
タ
ー
。
雑
誌

『M
eets Regional

』
な
ど
で
名
フ
レ
ー
ズ
を
量
産
中
。
近

著
『
京
都 

店 

特
撰
』
も
発
売
中
。

其の十一

  行きがかりじょう、
  俺はポンになった。

また来てしもたわ、
あー中之島。バッキー・イノウエ

◎この本を抽選で５名
の方にプレゼントしま
す。バッキー・イノウ
エさんへのメッセージ
を添えて、ファックス
かハガキでお申し込み
ください。宛先はＰ23
にあり。

ル・コントワール・ド・ブノワ  
大阪市北区梅田2-4-9 
ブリーゼブリーゼ33Ｆ　
☎06-6345-4388　
http://www.comptoirbenoit-osaka.com/
ランチ11:00AM〜2:30PM（L.O）　
カフェ2:30PM〜4:00PM（L.O）　
ディナー5:00PM〜9:30PM（L.O）　
不定休

感謝の
気持ちと共に、
ブノワは
3年目を
迎えました。

●ボージョレーヌーボ解禁！

みなさまのおかげで、［ル・コント
ワール・ド・ブノワ］は３年目を迎
えることができました。これからも
気軽に足を運んでいただけるよう、
よりいっそうの感謝の気持ちと共
にお待ちしています。たとえばハイ
カウンターでグラスワインを１杯。
そんな楽しみ方も大歓迎です。

11月18日（木）、ボージョレー・ヌーボ
ーの解禁に合わせて、フェアを開催し
ます。ゴールデン・ボージョレー、ルイ・
ジャドといった、日本ではなかなか飲
めない珍しい銘柄をご用意しています。
※売り切れ次第終了とさせていただき
ます。

サン・ブリ ソーヴィニヨン ￥750（白）
ヴォ・クリューズ グルナッシュ ￥600（赤）
※共に税込・サ別



橋
脚
部
分
は
柔
ら
か
く
淡
い
白
色
の
光
、
そ

し
て
可
動
堰
だ
っ
た
時
代
の
名
残
を
伝
え
る

中
央
の
階
段
室
に
は
、
橋
銘
板
を
照
ら
す
光

と
階
段
室
の
窓
か
ら
漏
れ
る
灯
り
が
橋
に
ア

ク
セ
ン
ト
を
与
え
る
。

　

橋
桁
の
ア
ー
チ
だ
け
を
シ
ャ
ー
プ
に
照
ら

せ
る
よ
う
に
、
青
い
ラ
イ
ト
に
は
細
か
い
配

慮
が
さ
れ
て
い
る
。
普
通
に
あ
て
る
と
光
が

拡
散
し
て
橋
脚
の
白
色
の
光
に
干
渉
し
て
し

ま
う
の
だ
が
、
部
分
的
に
遮
光
し
た
カ
ッ
タ

ー
ラ
イ
ト
に
す
る
こ
と
で
橋
桁
だ
け
に
光
を

あ
て
、
エ
ッ
ジ
の
部
分
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

現
地
に
行
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
の
一

つ
な
の
だ
が
、
よ
り
青
く
写
し
出
さ
れ
る
写

真
に
比
べ
て
、
本
当
は
も
っ
と
淡
い
光
の
表

情
を
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
最
大
の
特
徴
は
両
脇
の
橋

脚
を
照
ら
す
光
だ
。
注
意
深
く
光
源
を
見
る

と
分
か
る
の
だ
が
ラ
イ
ト
は
橋
脚
で
は
な
く

水
面
に
向
い
て
い
て
、
そ
の
反
射
光
で
橋
脚

を
照
ら
し
て
い
る
。
だ
か
ら
ゆ
ら
め
く
水
面

か
ら
の
光
が
橋
脚
に
映
り
、
ま
る
で
映
像
の

よ
う
な
動
き
を
橋
に
与
え
て
い
る
。
二
度
と

同
じ
模
様
を
つ
く
る
こ
と
の
な
い
波
紋
の
光

は
現
地
に
行
か
な
い
と
ま
さ
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

そ
ん
な
光
の
風
景
は
、
ま
る
で
演
劇
や
コ

ン
サ
ー
ト
の
よ
う
な
ラ
イ
ブ
を
見
て
い
る
よ

う
だ
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
の
様
々
な

舞
台
芸
術
は
、
こ
う
し
た
光
の
形
で
錦
橋
へ

引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん

な
想
像
を
す
る
と
楽
し
い
。

　

錦
橋
の
光
の
魅
力
は
写
真
や
言
葉
で
は
な

か
な
か
伝
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
橋
が
愛
さ
れ

る
理
由
を
知
る
た
め
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
出
向

い
て
そ
の
場
に
身
を
置
く
こ
と
が
必
要
だ
。

そ
れ
は
舞
台
芸
術
の
よ
う
な
ラ
イ
ブ
を
観
に

行
く
こ
と
と
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
に
で
き
た
錦
橋

は
、
土
佐
堀
川
の
流
れ
や
水
位
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
可
動
堰
と
し
て
作
ら
れ
た
。
し
か

し
昭
和
50
年
代
に
入
り
可
動
堰
の
必
要
が
な

く
な
っ
て
も
な
お
、
錦
橋
は
取
り
壊
さ
れ
ず

そ
の
ま
ま
橋
と
し
て
残
さ
れ
た
。
す
ぐ
横
に

肥
後
橋
が
あ
り
、
渡
る
た
め
に
ど
う
し
て
も

必
要
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
の
橋
は
、

そ
の
頃
に
は
隣
に
あ
っ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ホ
ー
ル
と
対
を
な
す
風
景
と
し
て
愛
さ
れ
て

い
た
の
だ
と
想
像
す
る
。

　

錦
橋
は
２
０
０
９
年
に
本
格
的
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
る
前
に
、
08
年
12
月
に
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
光
が
と
も
さ
れ
た
。
こ
の
時

は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
が
一
時
閉
館
し

た
年
で
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
も

「
芸
術
を
つ
な
ぐ
橋
」
と
さ
れ
、
ホ
ー
ル
の

光
を
錦
橋
へ
象
徴
的
に
受
け
継
ぐ
こ
と
が
目

指
さ
れ
た
と
い
う
。

　

パ
ー
ツ
ご
と
に
特
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
な

さ
れ
て
い
る
錦
橋
は
、
全
体
を
漫
然
と
照
ら

す
よ
り
も
個
性
に
あ
わ
せ
て
照
明
を
変
え
た

方
が
映
え
る
。
メ
イ
ン
の
ア
ー
チ
部
分
と
橋

桁
は
青
い
ク
ー
ル
な
光
、
そ
の
両
脇
に
あ
る

堤防から張り出してい
るライトのうち、１基
だけがこのように下を
向いて川を照らしてい
る。その光が川面に反
射して橋にあたることで、
橋脚はゆらゆらと揺れる

「映像」を映すスクリー
ンになる。少し幻想的
な雰囲気だ。

今月の
スポットライト！

 中之島へ光を見に行く。

取材・文／花村周寛
（ランドスケープデザイナー）

取材協力／大阪市建設局　
大阪・光のまちづくり企画推進委員会　

関西電力株式会社

錦橋
vol.6

舞
台
芸
術
は
光
と
な
�
て
�

橋
で
﹁
ラ
イ
ブ
﹂
を
奏
で
る
�



中之島4117
☎06-6445-8577
11:00AM ～ 7:00PM

（土・日・祝～ 5:00
PM）　月・火曜休（祝
日の場合開館、翌日
休）　http://4117.jp/
※相談希望の場合、
相談日は要事前確認
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大阪市生涯学習情報発信ウィーク
●「おかえりなさい！“はやぶさ”
～小惑星探査機 “はやぶさ”7年間の旅の軌跡～」
日時／11月16日（火）　2:00PM ～ 3:00 PM　
講師／飯山青海（大阪市立科学館・学芸員）
●「描かれた中之島
～幕末の錦絵から近現代絵画まで～」
日時／11月17日（水）　10:00AM ～11:30AM　
講師／橋爪節也（大阪大学総合学術博物館教授）
●「中之島かいわいに残る近代建築」
日時／11月18日（木）　2:00 PM ～ 3:30 PM　
講師／植木久（大阪市教育委員会事務局文化財保
護担当研究主幹）

場所／大阪市役所玄関ホール　
参加費／無料　定員／各回50名　
申し込み方法／ http://www.manabi.city.osaka.jp/
contents/lll/kouza/kouza.aspから。
または往復はがき、ＦＡＸでも可能。
詳細は教育委員会事務局生涯学習担当まで。
☎06-6208-9146

　

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
な
シ
ョ
ー
を
楽

し
み
な
が
ら
有
名
シ
ェ
フ
た
ち
の

料
理
を
味
わ
う
、
新
し
い
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
「
ル
ナ
・
レ
ガ

ー
ロ
」
が
つ
い
に
中
之
島
に
や
っ

て
く
る
。
シ
ョ
ー
を
担
当
す
る
の

は
、
ロ
シ
ア
を
拠
点
に
活
動
す
る

「
グ
レ
ー
ト
・
モ
ス
ク
ワ
・
サ
ー
カ

ス
」
の
選
び
抜
か
れ
た
19
名
。
５

つ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ

れ
美
し
く
、
超
人
的
な
技
の
数
々

を
披
露
す
る
。

　

そ
し
て
料
理
は
イ
タ
リ
ア
ン

「
ラ
・
ベ
ッ
ト
ラ
・
ダ
・
オ
チ
ア
イ
」

の
落
合
務
や
、
フ
レ
ン
チ
の
鉄
人

「
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
」
の
坂
井
宏
行
、

野
菜
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
で
人
気

の
「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ポ
タ
ジ
エ
」

柿
沢
安
耶
な
ど
、
一
度
は
そ
の
名

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、
メ
ジ
ャ

ー
な
料
理
人
１２
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ

「
月
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
１
皿
を
担
当
。
そ
れ
ぞ
れ
３

組
に
分
か
れ
て
１
カ
月
毎
に
料
理

を
担
当
す
る
。
つ
ま
り
は
、
１１
月
・

１２
月
・
１
月
で
違
う
料
理
が
楽
し

め
る
の
だ
。
チ
ケ
ッ
ト
は
チ
ケ
ッ

ト
ぴ
あ
な
ど
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中
。
シ
ェ
フ
の
顔
ぶ
れ
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
Ｈ
Ｐ
を
チ

ェ
ッ
ク
し
よ
う
。　
（
田
井
麻
希
・

本
誌
）

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１０年１１月１日発行

　

展
覧
会
情
報
な
ど
、
ア
ー
ト
に

関
す
る
情
報
を
無
料
で
提
供
す
る
、

ア
ー
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
国

立
国
際
美
術
館
の
南
側
、
道
路
を

挟
ん
だ
す
ぐ
向
か
い
。
中
之
島
４-

１-

１７
番
地
に
あ
る
、
そ
の
名
も
ズ

バ
リ
、［
中
之
島
４
１
１
７
］
だ
。

　

こ
ち
ら
で
は
中
之
島
界
隈
の
美

術
館
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
の

主
要
な
展
覧
会
情
報
か
ら
、
な
か

な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
画
廊
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
情
報
ま
で
網
羅
。

特
に
１１
月
は
企
画
展
が
多
く
催
さ

れ
る
時
期
で
も
あ
り
、
展
覧
会
め

ぐ
り
の
際
に
プ
ラ
ン
を
立
て
る
た

め
に
立
ち
寄
る
と
便
利
だ
。

　
［
中
之
島
４
１
１
７
］
で
は
、
ア

ー
ト
の
現
場
に
関
わ
っ
て
き
た
経

　

11
月
16
日
～
18
日
の
3
日
間
、

大
阪
市
役
所
に
て
生
涯
学
習
講
座

が
開
か
れ
る
。
1
日
目
は
、
今
年
、

7
年
間
の
宇
宙
の
旅
を
経
て
、
無

事
帰
還
し
た
小
惑
星
探
査
機
「
は

や
ぶ
さ
」
が
テ
ー
マ
。
い
っ
た
い

ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
の

か
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
今
後

ど
ん
な
研
究
が
さ
れ
て
い
く
の
か

を
、
大
阪
市
立
科
学
館
の
学
芸
員

が
解
説
す
る
。

　

２
日
目
は
、
特
集
に
も
ご
登
場

の
橋
爪
節
也
氏
が
、
幕
末
の
錦
絵

や
近
現
代
絵
画
を
通
し
て
中
之
島

の
魅
力
を
紹
介
。
最
終
日
は
中
央

公
会
堂
な
ど
、
中
之
島
に
残
る
近

代
建
築
か
ら
見
る
大
阪
の
歴
史
と

文
化
の
講
座
。
学
び
の
キ
ッ
カ
ケ

づ
く
り
を
お
好
み
の
講
座
か
ら
ど

う
ぞ
。（
田
井
麻
希
・
本
誌
）

験
豊
富
な
相
談
員
が
、

自
ら
個
展
を
開
き
た

い
と
い
っ
た
芸
術
活

動
に
ま
つ
わ
る
相
談
も
無
料
で
行

っ
て
い
る
。「
ア
ー
ト
に
関
わ
る
人

た
ち
を
包
括
的
に
支
援
す
る
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
今
後
も

多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
ス
タ
ッ
フ
の
渡
邉
智
穂
さ

ん
は
話
し
て
い
る
。（
玉
井
涼
介
・

本
誌
）

　

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
の
会
場
と
し

て
お
な
じ
み
の
大
阪
倶
楽
部
が
施

設
見
学
会
を
開
催
す
る
。
大
阪
倶

楽
部
は
大
正
元
年
創
立
の
大
阪
で

最
も
古
い
紳
士
の
社
交
倶
楽
部
。

そ
の
施
設
は
貸
会
場
と
し
て
一
般

利
用
は
で
き
る
も
の
の
、
基
本
的

に
は
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
社
交
場
で

あ
る
た
め
、
普
段
は
公
開
さ
れ
て

い
な
い
。
大
正
13
年
に
建
築
家
の

安
井
武
雄
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
現

在
は
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
の
建
物
は
、
外
観
は

も
ち
ろ
ん
、
天
井
の
梁
や
持
ち
送

り
の
装
飾
、
照
明
や
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
な
ど
、
内
装
も
見
ど
こ
ろ
が

満
載
。

　

見
学
会
の
後
、
希
望
者
は
館
内

で
昼
食
も
い
た
だ
け
る
の
で
、
大

大
阪
の
空
気
を
今
に
伝
え
る
建
築

物
と
と
も
に
午
後
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
ん
で
ほ
し
い
。　
（
田
井
麻
希
・

本
誌
）

大阪倶楽部公開見学会
日時／12月25日（土）11:00
AM ～ 12:00PM （見学会のみ）
参加費／無料（昼食希望者は
3,000円。※事前申し込み必
要）　定員／30名　応募締め
切り／12月6日（月） 
申し込み方法／ jimukyoku@
osaka-club.or.jpにメール、も
しくは往復はがき、またはＦＡ
Ｘにて。詳細は大阪倶楽部HP
または☎06-6231-8361まで

ルナ・レガーロ 大阪公演
期間／2010年11月9日（火）～ 2011年1月26日（水）　12:00ＰＭ
～／5:30ＰＭ～／6:30ＰＭ～ 全112回公演　会場／大阪・中之島
特設会場（京阪電車中之島線　中之島駅すぐ）　料金／平日
16,000円　土・日・祝＆1/3（月）18,000円（全席指定・税込・
料理含・飲物別）　問い合わせ／ルナ・レガーロ大阪公演事務局
☎06-7732-8885（10:00AM ～7:00PM）　http://ktv.jp/luna/
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住むなら絶対に駅近く!
と決めていました。
でも、山が見渡せない
場所はイヤだったんです。
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パ
シ
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カ
フ
ェ
の

　
カ
ウ
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タ
ー
か
ら
の
眺
め
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住
み
よ
い
街
の「
か
た
ち
」を
考
え
る 

 

香
里
園
デ
ザ
イ
ン

取
材
・
文
／
大
迫 

力
（
本
誌
）

写
真
／
浜
田 

智
則

パシモン カフェ＆ブティック　●寝屋川市成田町29-30　☎072-833-1718　9:30AM ～ 6:00PM　水曜休



　

香
里
園
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
何
気
な

い
所
に
も
緑
が
多
く
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。

並
木
道
が
あ
っ
た
り
、
樹
齢
を
想
像
せ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
大
木
が
あ
っ
た
り
。
街
の
す

き
間
を
埋
め
る
よ
う
に
小
さ
な
公
園
も
ち
ら

ほ
ら
と
見
ら
れ
、
道
行
く
人
を
和
ま
せ
て
く

れ
る
。
お
寺
や
神
社
の
境
内
の
緑
も
目
に
入

っ
て
く
る
。

　

成
田
山
不
動
尊
の
近
く
に
あ
る
こ
の
［
パ

シ
モ
ン
カ
フ
ェ
］
の
庭
に
も
た
く
さ
ん
の
植

物
が
植
わ
っ
て
い
る
。
中
で
も
店
の
名
前
の

由
来
に
な
っ
て
い
る
柿
の
木
は
（「
パ
シ
モ

ン
」
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
柿
の
意
味
）、
近
所

の
ち
ょ
っ
と
し
た
名
物
だ
。
毎
年
、
橙
色
の

大
き
な
実
を
つ
け
て
、
秋
が
深
ま
っ
て
き
た

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。「
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
ケ
ー
キ
に
使
っ
た
り
、
余

っ
た
分
は
ジ
ャ
ム
に
し
た
り
。
毎
年
楽
し
み

に
し
て
く
れ
る
人
も
い
る
の
よ
」
と
店
主
の

須
磨
真
由
美
さ
ん
。
同
じ
よ
う
に
庭
に
あ
る

モ
ミ
の
木
は
、
冬
に
な
る
と
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
に
な
る
そ
う
だ
。

　

須
磨
さ
ん
が
こ
の
場
所
に
カ
フ
ェ
を
開
い

た
の
は
21
年
前
の
こ
と
。
も
と
も
と
は
、
そ

れ
よ
り
30
年
ほ
ど
前
に
大
阪
市
内
か
ら
移
り

住
ん
だ
祖
母
の
家
の
庭
だ
っ
た
そ
う
だ
。
枝

ぶ
り
の
見
事
な
柿
の
木
も
、
そ
の
当
時
か
ら

の
も
の
だ
と
い
う
。
祖
母
の
時
代
か
ら
大
切

に
育
て
ら
れ
て
き
た
花
は
、
店
の
テ
ー
ブ
ル

や
カ
ウ
ン
タ
ー
に
も
飾
ら
れ
て
い
る
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
る
と
、
一
面
が
ガ
ラ
ス

張
り
に
な
っ
て
い
て
、
カ
ッ
プ
の
置
か
れ
た

作
り
つ
け
の
棚
越
し
に
外
の
景
色
が
よ
く
見

え
る
。
店
の
す
ぐ
目
の
前
に
は
四よ

も方
黒ぐ

ろ
い
け池

と

呼
ば
れ
る
小
さ
な
た
め
池
が
あ
り
、
そ
の
周

り
は
整
備
さ
れ
て
公
園
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
ほ
ど
大
き
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
や

は
り
水
と
緑
の
あ
る
風
景
を
見
る
と
、
つ
い

ほ
っ
と
し
て
長
居
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
。

　

そ
の
四
方
黒
池
の
周
り
に
造
ら
れ
た
小
さ

な
公
園
に
は
、
小
さ
な
滑
り
台
な
ど
の
遊
具

に
混
じ
っ
て
、
池
の
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ

た
石
碑
が
あ
る
。
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）

に
寝
屋
川
市
に
よ
っ
て
親
水
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
た
が
、
戦
前
ま
で
は
近
隣
の
田
畑
に

水
を
引
く
た
め
の
農
業
用
の
た
め
池
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
９
年（
１
９
３
４
）に
、

交
通
安
全
の
お
守
り
で
有
名
な
成
田
山
新
勝

寺
の
大
阪
別
院
が
建
て
ら
れ
た
頃
か
ら
、
そ

の
参
道
に
沿
っ
て
人
が
住
み
始
め
、
住
民
た

ち
が
魚
釣
り
や
水
遊
び
を
し
て
い
た
ら
し
い
。

石
碑
に
は
そ
の
頃
の
様
子
が
な
ん
と
も
楽
し

げ
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
池
の
東
側
に
は
山

か
ら
清
水
が
流
れ
こ
み
、
夏
に
な
る
と
ホ
タ

ル
が
乱
舞
し
、
笹
を
持
っ
て
ホ
タ
ル
を
追
い

か
け
る
里
人
の
す
が
た
が
昭
和
の
初
期
ま
で

み
ら
れ
ま
し
た
」。

　

楽
し
み
方
は
変
わ
っ
た
け
れ
ど
、
水
や
緑

に
親
し
め
る
街
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
だ
。

大
き
な
柿
の
木
が
、

街
に
季
節
を
運
ん
で
く
れ
る
。

緑
や
水
の
あ
る
街
で
は
、

人
は
ほ
っ
と
す
る
。

　

１
年
ほ
ど
前
に
香
里
園
駅
の
す
ぐ
西
側

に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
に
引
っ
越
し
て
き
た

鏡
畑
さ
ん
ご
夫
婦
。
智
史
さ
ん
は
樟
葉
、

麻
子
さ
ん
は
星
ケ
丘
の
ご
出
身
と
い
う
京

阪
沿
線
カ
ッ
プ
ル
だ
。「
今
ま
で
住
ん
で
い

た
の
が
駅
か
ら
遠
か
っ
た
の
で
（
笑
）、
新

し
く
住
む
と
こ
ろ
は
絶
対
駅
か
ら
近
い
と

こ
ろ
が
良
か
っ
た
」（
麻
子
さ
ん
）
と
い
う

二
人
に
と
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
商
業
施

設
、
病
院
な
ど
駅
前
開
発
が
進
ん
で
い
た

香
里
園
は
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
。

　

住
ん
で
か
ら
の
印
象
は
、
と
に
か
く
便

利
と
い
う
こ
と
。「
買
い
物
に
は
困
ら
な
い
。

ス
ー
パ
ー
も
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
ポ
イ
ン

ト
が
多
く
付
く
日
を
調
べ
て
し
っ
か
り
使

い
分
け
て
ま
す
。
ご
飯
を
食
べ
る
と
こ
ろ

も
た
く
さ
ん
あ
る
し
」
と
麻
子
さ
ん
。

　

あ
ら
た
め
て
気
づ
い
た
こ
と
も
あ
る
。

身
近
な
と
こ
ろ
に
自
然
が
豊
富
に
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。「
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
は
、
東

も
西
も
、
ど
ち
ら
に
も
山
が
見
え
る
ん
で

す
。
少
し
歩
け
ば
淀
川
沿
い
の
河
川
公
園

に
も
す
ぐ
に
行
け
ま
す
し
」（
智
史
さ
ん
）。

快
適
に
暮
ら
せ
る
便
利
さ
と
、
ほ
っ
と
さ

せ
て
く
れ
る
自
然
、
両
方
を
楽
し
め
る
生

活
を
実
感
し
て
い
る
。

my favorite KOURIEN-DESIGN
香里園在住 
鏡畑智史さん・麻子さん

住むなら絶対に駅近く!
と決めていました。
でも、山が見渡せない
場所はイヤだったんです。

ケーキは手作り。この日は季節に合わせて栗のケー
キだった（400円）。コーヒーとのセットは800円。

四方黒池を囲む遊歩道からの眺め。ちょうど正面に
カフェが見える。白い建物がよく目立っている。

これが柿の木。食べられるようになるのが待ち遠し
い。きれいに剪定されていることが見てわかる。
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次号予告 中之島へ光を見に行こう。
冬の恒例のイベントとなった光のルネサンス2010や橋のライトアップなど、
中之島を輝かせる「光」の話題とその鑑賞法をお送りしよう。

●『月刊島民』vol.29は2010年12月１日発行です！

大阪市中央公会堂

土
佐
堀
通

土 佐 堀 通

大江橋駅
渡辺橋駅

中
之
島
駅 京阪電車

中之島線北
浜
駅

地
下
鉄
堺
筋
線

天
満
橋
駅

アートエリアB1（P13）

近畿労働
金庫本店

古河大阪ビル

靭公園

扇 町 通

堂
島
川

土
佐
堀
川

堂島クロスウォーク

大阪城公園

大阪府庁

OMMビル

ホテル京阪
天満橋

阪神百貨店

キャンパスポート大阪

阪急百貨店

阪急梅田駅

大阪
駅

中之島公園

大阪天満宮駅

地下鉄谷町線
曽 根 崎 通JR東西線

大阪国際会議場

ホテル
NCB

住友病院

NAKANOSHIMA
BANKS

松
屋
町
筋

堺
筋御

堂
筋

四
つ
橋
筋

な
に
わ
筋

谷
町
筋

上
町
筋

天
満
橋
筋

地
下
鉄
谷
町
線

大
川

地
下
鉄
御
堂
筋
線

地
下
鉄
四
つ
橋
線

肥
後
橋

ド
ー
チ
カ

駅

本
町
駅

本
町
駅

堺
筋
本
町
駅

福島
駅

北新地駅

阪神
梅田
駅

西
梅
田
駅

東
梅
田
駅

梅
田
駅

福島
駅 阪神

本線

新福
島駅

扇
町
駅

天満駅

南
森
町
駅

天
神
橋
筋

新
御
堂
筋

リーガ
ロイヤル
ホテル（P3）

ほたるまち

堂島リバーフォーラム

ABC朝日放送

淀屋橋odona
大阪大学
中之島
センター
（P13）

錦橋（P18）

国立国際美術館

ブリーゼブリーゼ

大阪四季劇場

なにわ橋駅

八軒家浜

11/15
ナカノシマ大学
開催!

11/15
ナカノシマ大学
開催!

京阪本線

追手門学院
大阪城スクエア

日本銀行
大阪支店

大阪天満宮大阪府立中之島図書館

東洋陶磁美術館（P2）

ティーハウス ムジカ
（P7）

吉田理容所
（P6）

大阪市役所（P19）

石原時計店（P7）

丸萬本家
（P7）

そば切り 
てる坊（P6）

天満橋駅
（P4）

淀屋橋駅
（P4）

ウイスキーショップ［Ｗ.］（P3）

中央電気倶楽部（P10）

ルナ・レガーロ
（P19）

関西電力
株式会社（P5）

大阪市立
科学館（P4）

中之島4117
（P19） 大阪

倶楽部
（P11・19）

朝日
新聞社
（P5）

12/7
ナカノシマ大学
開催!

12/7
ナカノシマ大学
開催!

大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

京阪電車関連：京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋　
書店：ブックファースト梅田店／旭屋書店 本店／旭屋書店 梅田地下街店／旭屋書店 堂島地下街店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ブックファースト 淀屋橋
店／文教堂書店淀屋橋店／天牛堺書店 大江橋店／紀伊國屋書店 本町店／ジュンク堂書店天満橋店／紀伊國屋書店 京橋店／隆祥館書店／なんば書店カルチャーコーナー
公共施設・大学関連施設ほか：大阪市中央公会堂／府立中之島図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪市立中央図書館／大阪歴史博物館／大阪城天守閣／大阪狭山市立図書館／奈良
県立図書情報館／大阪国際会議場／市立住まい情報センター／大阪商工会議所／大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪企業家ミュージアム／味の素 食のライブラリー／朝日カルチャー
センター／大阪大学中之島センター／大阪大学本部／大阪大学21世紀懐徳堂／摂南大学地域連携センター／慶應大阪リバーサイドキャンパス／追手門学院 大阪城スクエア／追手門学院 大
手前センター／関西学院大学大阪梅田キャンパス／専門学校中の島美術学院／大阪工業技術専門学校／ろうきんギャラリー心斎橋／大阪倶楽部／中央電気倶楽部／芝川ビル／ホテルNCB
／ABC朝日放送／大阪フィルハーモニー会館
店舗・医院など：江戸前鰻料理 志津可／ラ・クッカーニャ／アリアラスカ マーブルトレ／ MANGUEIRA ／Girond's JR ／じろう亭／ミニジロー／黒門さかえ／花かつ／ティーハウスムジカ／ MJB
珈琲／平岡珈琲店／喫茶SAWA ／アンドール本町本店／あじさい／Calo Bookshop and café／ EXPO CAFE ／喫茶カンターロ／ BAR THE TIME 天神／タバーン・シンプソン／パストラーレ／
LES LESTON ／大西洋服店／上町貸自転車／ザ・メロディ／カセッタ／セブンイレブン大阪証券取引所店／吉田理容所／たまがわ鍼灸整骨院／宮崎歯科／心斎橋山田兄弟歯科／東郷歯科医
院／ネイルサロンスワンナ

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしております。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。郵便振替（口座番号：00990-5-299267）または現金書留にて下記の宛先にお送りください。［料金］4 ヶ月／800円（2011年３月号まで）

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。




